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宮古市議会予算特別委員会会議録 

 

 日  時                  令和３年12月13日（月曜日）午前１０時００分 

 場  所                  議事堂 議場 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

 事  件 

 〔付託事件審査〕 

（１） 議案第２号 令和３年度宮古市一般会計補正予算（第１２号） 

（２） 議案第26号 令和３年度宮古市一般会計補正予算（第１３号） 

（３） 議案第３号 令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） 

（４） 議案第27号 令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第５号） 

（５） 議案第４号 令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算（第２号） 

（６） 議案第28号 令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算（第３号） 

（７） 議案第５号 令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

（８） 議案第６号 令和３年度宮古市介護保険サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号） 

（９） 議案第29号 令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

（10） 議案第７号 令和３年度宮古市浄化槽事業特別会計補正予算（第１号） 

（11） 議案第８号 令和３年度宮古市水道事業会計補正予算（第３号） 

（12） 議案第30号 令和３年度宮古市水道事業会計補正予算（第４号） 

（13） 議案第31号 令和３年度宮古市下水道事業会計補正予算（第１号） 
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出席委員（20名） 

      工  藤  小 百 合  委員長        竹  花  邦  彦  副委員長 

      白  石  雅  一  委 員        木  村     誠  委 員 

      西  村  昭  二  委 員        畠  山     茂  委 員 

      小  島  直  也  委 員        鳥  居     晋  委 員 

      佐 々 木  清  明  委 員        橋  本  久  夫  委 員 

      伊  藤     清  委 員        佐 々 木  重  勝  委 員 

      髙  橋  秀  正  委 員         坂  本  悦  夫  委 員      

      長  門  孝  則  委 員        落  合  久  三  委 員 

松  本  尚  美  委 員        加  藤  俊  郎  委 員 

藤  原  光  昭  委 員        田  中     尚  委 員 

欠席委員  

なし 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

説明のための出席者 

  付託事件審査（１）（２） 

総 務 部 長 
 若 江  清 隆 君 

 企 画 部 長 
 菊 池   廣 君 

市 民 生 活 部 長 
 松 舘  恵 美 子 君 

 保 健 福 祉 部 長 
 伊 藤  貢 君 

産 業 振 興 部 長 
 伊 藤  重 行 君 

 都 市 整 備 部 長 
 藤 島  裕 久 君 

危 機 管 理 監 
 芳 賀  直 樹 君 

 教 育 部 長 
 菊 地  俊 二 君 

上 下 水 道 部 長 
 
大 久 保  一 吉 君 

 総務課長兼選挙管理
委 員 会 事 務 局 長 

 
田 代  明 博 君 

財 政 課 長 
 箱 石   剛 君 

 契 約 管 財 課 長 
 菊 池  敦 君 

デジタル推進課長 
 
西 村  泰 弘 君 

 企画課長兼公共交通
推 進 課 長 

 
多 田   康 君 

田老総合事務所長 
 齊 藤   清 志 君 

 新里総合事務所長 
 蒲 野 栄 樹 君 

川井総合事務所長 
 盛 合  正 寛 君 

 総 合 窓 口 課 長 
 佐 々 木  則 夫 君 

環 境 生 活 課 長 
 田 代  英 輝 君 

 福 祉 課 長 
 佐 々 木  俊 彦 君 

こ ど も 課 長 
 岡 﨑   薫 君 

 介 護 保 険 課 長 
 川 原  栄 司 君 

健 康 課 長 
 
早 野  貴 子 君 

 産業支援センター 
所 長 

 
岩 間  健 君 

観 光 課 長 
 前 田  正 浩 君 

 港 湾 振 興 課 長 
 小 成  勝 則 君 

農 林 課 長 
 飛 澤  寛 一 君 

 水 産 課 長 
 佐 々 木  勝 利 君 

建 設 課 長 
 去 石  一 良 君 

 都 市 計 画 課 長 
 盛 合  弘 昭 君 

消 防 対 策 課 長 
 三 浦  正 成 君 

 生 活 排 水 課 長 
 竹 花  浩 満 君 

学 校 教 育 課 長 
 小 林  満 君  生 涯 学 習 課 長  田 中  富 士 春 君 

文 化 課 長 
 伊 藤  眞 君     
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付託事件審査（３）（４） 

市 民 生 活 部 長 
 松 舘  恵 美 子 君 

 総 合 窓 口 課 長 
 佐 々 木  則 夫 君 

国民健康保険係長 
 大 越  公 君 

 
 

 
 

 

付託事件審査（５）（６） 

保 健 福 祉 部 長 
 伊 藤  貢 君 

 健 康 課 長 
 早 野  貴 子 君 

田老診療所事務長 
 久 保 田  亮 二 君 

 
 

 
 

 

付託事件審査（７）（８）（９） 

保 健 福 祉 部 長 
 伊 藤  貢 君 

 介 護 保 険 課 長 
 川 原  栄 司 君 

管 理 係 長 
 
久 保 田  英 明 君 

 いきいきライフ推進
室 長 

 
安 原  智 子 君 

 

付託事件審査（10）～（13） 

上 下 水 道 部 長 
 大 久 保  一 吉 君 

 経 営 課 長 
 中 嶋  剛 君 

施 設 課 長 
 竹 花  浩 満 君 

 給 排 水 普 及 係 長 
 大 須 賀  健 君 

 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

議会事務局出席者 

事 務 局 長 下 島 野    悟 次 長 前 川   克 寿 

主 任 南  舘   亜 希 子 議会庶務事務員 野 崎   史穂子 
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開  会 

午前１０時００分 開会 

○委員長（工藤小百合君） おはようございます。ただいままでの出席は 20 名であります。定足数に達してお

りますので、これから予算特別委員会を開会します。審査に入る前に申し上げます。本日の案件は付託事件審

査 13 件となります。審査はお配りしております審査日程に従って行いますので、よろしくお願いいたします。

発言及び答弁は、一問一答方式でお願いします。発言の時間については、質疑、答弁を含め１人 20 分としま

すので、質疑答弁とも簡潔明瞭にお願いします。なお、必要がある場合には２巡目まで行います。当局におい

ては場合によっては反問権も認めますので、よろしくお願いします。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（１） 議案第２号 令和３年度宮古市一般会計補正予算（第12号） 

○委員長（工藤小百合君） それでは審査を行います。議案第２号令和３年度宮古市一般会計補正予算第 12 号

を審査します。審査は歳入歳出一括で行います。発言される方は議案書のページ、款、項、目等を特定して発

言してください。それでは、発言される方は挙手願います。 

○議会事務局次長（前川克寿君） 挙手の確認をいたします。１列目、畠山委員、小島委員、橋本委員。それで

は２列目を確認いたします。坂本委員、長門委員、竹花委員、落合委員、松本委員、加藤委員、藤原委員、田

中委員。確認を終了いたします。 

○委員長（工藤小百合君） それでは、畠山委員、その次は小島委員です。 

○委員（畠山茂君） 委員長。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） はい。おはようございます。よろしくお願いいたします。私は一般会計、補正予算の主要

事業一覧表でお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。２ページ目の２款総務費１項総務管理費、

８目公共交通対策費の公共交通対策事業についてお聞きしたいと思います。この件については、11 月 16 日

の総務常任委員会でお聞きしまして、内容的には理解をしているつもりです。コロナの関係で売上げが３割

から６割減少しているという状況で、公共交通事業への事業者への支援というのは理解をいたします。ただ、

一方で、私はちょっと疑問に思うのは、この事業は昨年も実施していて、金額は別にして同じ事業だという

ところで、今回も一時金的に支援をするという提案なんですが、私はその方法も一つだし、もう一つはやっ

ぱり利用促進のほうで支援するという方法もあったんではないかと思います。例えば、今宮古でやってる宿

泊割、利用促進、あるいは、プレミアム商品券みたいな形で、一時金で支援するほうと、利用促進を促して

支援する方法とあったと思っていまして、私はどちらかというと利用促進のほうで検討も本当はするべきだ

ったんではないかという思いがあってお聞きするんですが、今、公共交通ではいきいきパスとかも、昨年度

から市でもお金を補助金出してやっているわけですけども、そういった面も含めて今回この一時金の事業に

絞った経過というか、検討経過をまずはお聞きしたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 公共交通推進課長。 

○公共交通推進課長（多田康君） はい、お尋ねは公共交通に関する支援でございます。委員会でもご説明をし

たとおりでございますが、まず皆さん事業者苦しんでらっしゃるのは固定費の圧迫感があって皆さん苦しんで

いるというものでございます。この間昨年も実施したのはその固定費を幾らかでも軽減して差し上げましょう

ということで、県も同調しながらその辺を支援してまいったというものでございます。おっしゃる利用促進に
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ついてはまた別途実施しているものでございまして、利用促進策も一つの手ではございますけども、現在人が

動いてない現状を見ると、やはり固定費を応援しなければならないという考え方で組立ててきたものでござい

ます。ただ昨今の状況をまた見ますと、人流が戻ってきているというような現象も見えてございます。観光客

の方が見えてたり、団体客が見えてたりということで利用状況は上向いてるとこでございます。それから秋口

から高速バスとか都市間バスがまた走り出しておりますので、その状況を見ますとまあまあ好調と。それから

年末年始の予約状況を拝見しますと、まあまあ埋まっているというような状況ですので、ある程度その固定費

でこれまでしのいできた分というのは効果があったのかなと思ってございます。これからまさにおっしゃると

おり利用促進のところを一生懸命やってまいりたいというふうに考えてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） はい。今の説明で理解はいたしました。今、確かに市内を見ると結構、観光客団体も、バ

スも走っているようで回復しているなという思いはありますのでよろしくお願いします。ちなみに今回の補正

に当たって、昨年も実施したわけですけども、今回この実施に当たっては、事業者に対して例えば昨年度の使

われ方が、例えば穴埋めだったのか利用促進に充てたのか、そういったヒアリング等も含めながら今回こうい

う事業に至ったのか、そこもちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 多田公共交通推進課長。 

○公共交通推進課長（多田康君） はい、昨年度の状況は先ほどの繰り返しになりますが全く車とかが動いてな

いというような状況でございました。あと三陸鉄道については、便数を減らさないで頑張っておりましたけど

も、乗客の方がいらっしゃらないというような状況が続いておりました。そこを支えながらやってきたところ

でございます。今年の秋口、バス業界それからタクシー業界から要望書をちょうだいしたものでございます。

その際にも一時的な緊急事態宣言が解除されたとか、様々感染状況が上下する中での利用の上向き下降を繰り

返している状況で、非常に厳しいというようなご要望をいただいたところでございますので、その状況を鑑み

て今回補助を組立てたというものでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） わかりました。理解しましたので次の質問に移ります。次は同じ２款５項９目の地域振

興費のふるさと納税事務についてお聞きしたいと思います。この間の新聞報道によりますと、2020 年度は県内

1.8倍に伸びてまして、この間もちょっと紹介しましたけど、花巻市は１位で 29億 6,000万円。沿岸ですと釜

石が７億円、陸前高田市が６億円ということで、宮古市は残念ながら昨年度は１億 1,000 万円ぐらいという状

況でした。今回、増額提案ということで、かなり今年度は宮古市もこのふるさと納税が伸びているんだと思い

ます。それでこの間の説明ではたしか目標は 9,000 万円増額予定と聞いた、私のメモにそうあるんですけども、

そこでまず確認したいのは、今回の今の現状の目的、ふるさと納税に対する寄附額の状況と、今年度予想され

る目標額を改めてお聞きしたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい、ふるさと納税の寄附金の金額ですけれども、当初予算では１億 8,000 万円とい

うことで、これは当初予算の予算特別委員会のときにも最低限の目標ということでご説明したところでござい

ます。今年度今回補正予算をお願いしているところですけれども、今回 9,000 万円増額で２億 7,000 万円の寄

附金を見込んでいるところです。これにつきましては、算定の段階で 10 月末現在で 9,800 万円ほど寄附金が

ございました。これを伸び率で換算しますと、約 2.5 倍ということで、昨年度の実績１億 1,000 万円ほどに
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2.5 倍の伸び率を掛けて、約２億 7,000 万円ということで見込んでいるところでございます。ただ実際今現在、

既に２億 1,000 万円を超えている状況で、場合によっては２億 7,000 万円をさらに超えていく勢いで推移して

いるところでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） はい今の説明だと現在２億 1,000 万円を超えているということで、次にお聞きしたかった

のは、ここまで増額している要因をどのように分析しているのかなというのをお聞きしたくて。それは、予算

特別委員会のとき出た代理店を増やした。あるいは返礼品を増やしていきたいというようなご説明もあったん

ですけども、どのようにその要因の分析をしているかお聞きしたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい。寄附金の増額につきましては、これまでも、まずは返礼品の充実が重要であろ

うということで申し上げてきました。実際のところ、今年度の増額の要因を財政課のほうで分析してみました

ところ、やはりまずこの返礼品が昨年度ですと 45 事業者で 116 品目でした。令和２年度末で。それが現在、

53事業者約 10事業者ふえまして 149品目。30品目以上増えたということで、まだまだこれ以上増やしたいと

ころでございますけど、まずそこが増えていると。そして今までさとふる、ふるさとチョイス二つであったも

のを 10 月から、楽天ふるさと納税も加えたことで、その部分も増えている要因かと思います。そして返礼品

で申し上げますと、昨年度末からなんですけれども、やはり瓶ドンが好調であるということ。それと今年度に

入ってから新商品ですけれども、宮古の塩を使った牛たんスライスが件数でいきますと、今実はさとふるの急

上昇全国ランキングでもトップ 100の中に名前が出てきているぐらいの勢いで今伸びているというところでご

ざいます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） ああ、なるほどわかりました。あとここの点では最後なんですが、概算根拠の中の、ワン

ストップ特例申請審査委託料、これがちょっと私はよくわからなかったんで、この点をちょっとご説明いただ

きたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい、ふるさと納税は、ふるさと納税と言いますけれども結局のところは税金の税額

控除の制度を利用したものになります。なので、寄附をしますと確定申告で税額控除を受けて還付を受けると

いう形になります。その確定申告をしなくてもいいように、こういうワンストップ特例という制度を利用して

申請しますと、確定申告をしなくても税額控除が受けられるというもので、その手続を委託しているものでご

ざいます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） はい、ありがとうございます。次の質問に移りたいと思います。３ページの２款総務費１

項総務管理費、同じく９目地域振興費の地域イベント推進事業です。今回は減額ということなんですが、ここ

はもう単純に、今回コロナで中止になってこうなったんですが、ここで聞きたいのはこの中止の判断基準なん

ですよね。特に宮古市内でいうと、産業まつりとか各種イベントを開催している中で、新里まつりとやまびこ

フェスタが今回中止をしたということで、この判断基準というのは各実行委員会が判断しての中止なのか、何

か中止した判断基準があっての中止なのかその点をどういう形で中止に、誰がどう決めているのかちょっとわ

からなかったので教えていただきたいと思います。 
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○委員長（工藤小百合君） 蒲野新里総合事務所長。 

○新里総合事務所長（蒲野栄樹君） はい、新里まつりにつきましては、新里まつり実行委員会を組織しており

ますので、そちらの協議による判断で中止等を決定させていただいております。 

○委員長（工藤小百合君） 盛合川井総合事務所長。 

○川井総合事務所長（盛合正寛君） はい、やまびこフェスタにつきましても実行委員会におきまして中止を判

断したものでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） 各イベントの実行委員会ごとの判断で、宮古市としてのトータル的な判断でそれぞれやる

んではないんだということが今わかりました。本当は何か統一性があったほうがいいかなと私は思ってちょっ

と質問したんですが、何かしらやっぱり私はあったほうがいいと、宮古市内でこっちはやってこっちはやらな

いというのはちょっと、違和感を感じましたのでお聞きしました。はい次の質問に移ります。６ページに移り

ます。３款民生費１項社会福祉費の５目社会福祉費の１番下の地域密着型サービス施設等整備事業の新規とい

うことで、こちらは高齢者施設等の防災減災対策ということで、理由は、国庫支出金の内示に伴うということ

なんですが、まず、お聞きしたかったのは、この制度の仕組みというか背景をお聞きしたいなと思ってました。

宮古市内結構、こういう高齢者施設ある中で、見ると３事業者だけが今回こういう事業になったということな

ので、その仕組みとか背景をまずご説明いただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、この制度につきましては国の補助金の制度でございます。防災減災等の

事業を行うための基盤整備に関する補助金ということで、既存の高齢者福祉施設における防災減災を目的とし

た耐震改修ですとか、あと水害対策を強化するための改修、それから防災強化改修、それから利用者の安全確

保の観点から老朽化に伴う大規模な修繕を行うということを目的としまして、国のほうから補助金を出してい

るものでございます。今般、各事業所さんにこういう補助金がございますので、何か活用されますかというこ

とで、問合せをしたところ、それにお答えしてきたのがこの２事業所ということになります。国のほうに照会

しまして、事業として認められる方向となりましたことから、今回補正予算に計上させていただくものでござ

います。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） はい。私がここで疑問に思ったのは、前に新聞報道で読んだ記事では、宮古市内にはこの

81 の老人施設があって、浸水区域には１施設、それから土砂災害警戒区域には、33 の施設が宮古市内にはあ

るというような記事があって、結構宮古市内の高齢者施設は、災害危険区域にある施設が多いなというイメー

ジが私は読んで思ったんですね。今回、説明だと、周知をして手を挙げた２事業者がということなんですが、

そうすると他の施設への災害対応というのは、市としては指導なり把握とかはその点はきちっとしていると認

識していいんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） どの程度といいますか、どこまでが指導になるかわかりませんけども、例えば

浸水区域にあればそれの避難訓練なりをやっていただくとかですね、避難行動計画をつくっていただくという

のはやっております。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 
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○委員（畠山茂君） はい、確かにその危険区域は避難計画と訓練は必ずしなさいと義務づけ、のようにあると

思ってましたんで、その点はやっているということで認識しました。まだ、２事業者ではやっぱり少ないと思

いますのでこれからも周知しながら、やっぱりどんどん安全安心を確保するように努めていただきたいと思い

ます。あと次の質問に移ります。７ページです。同じ項目の、地域密着型サービス施設等整備事業のほうです。

こちらは、財源が県の事業なのかなと思います。今回、４つの施設が補助対象となってるんですが、これは何

か条件やっぱり基準とかあるのかどうか、お聞きしたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、こちらの補助金につきましても原資は国だったと思いますけど、国から

県を経由して交付になる補助金でございまして、こちらも先ほどと同じように各施設に訴えかけまして、こう

いう補助金がございますけどもコロナに対してやりませんかということで周知をして、手を挙げていただいた

のがこの４事業所ということになります。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） わかりました。ただ施設はもっと、高齢者施設もっとあってオミクロン株とか第６波とか

ってこう言われている中で、他の施設も充実したほうがよろしいかと思いますので、やっぱりこれももっと周

知しながら充実をしていただきたいと思います。あとは２巡目に回します。以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 次は小島委員です。その次は橋本委員です。小島委員。 

○委員（小島直也君） はい。よろしくお願いいたします。ダブったんですけども隣の畠山委員が質問したこと

についてもう一つ、もうちょっと理解を深めるためにお尋ねしたいと思います。同じページ６ページの民生費

社会福祉費の地域密着型サービス施設費の整備事業において、重茂小規模多機能支援センター私も何度か足を

運んだことあるんですけれども、防災減災対策に係る整備と表記してありますが、建物の中の防災、安全確保

のための施設の改修、大規模改修という言葉がここに入ってるんでお聞きしたいんですけども、２、３具体的

にどのような改修が国に認められたのかということを教えていただければと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） こちらのほうにつきましては、防災というよりも、老朽化に伴う大規模な修繕

というような位置づけで認められております。内容としては、シロアリが発生しておりますので、それの駆除

ですとか、あるいは浴槽が老朽化しているので、それらを改修するということで、こういった点の改修、老朽

化施設を改修するということで、国のほうに認めていただいたという事業となっております。 

○委員長（工藤小百合君） 小島委員。 

○委員（小島直也君） はい、了解いたしました。次のページの、やっぱり同じか所の地域密着型サービス施設

等整備のコロナ対策ですけれども、積算根拠をお尋ねしたいと思います。簡易陰圧装置設置について、１台

432 万円という数値がありますけれども、単に機械を設置するだけなのか、その１部屋を治療のための設備に、

もし工事するようなことがあれば、総額どのくらいかかって、その中のこの 432万円が何割ぐらいの補助事業

なのか教えてください。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、この 432万円というのは国の補助の上限の定額となっております。です

ので、これ 432 万円以上の費用がかかれば、それは持ち出しということになるし、432 万円以下で実施できれ

ば、100％補助になるというようなものでございます。中身としてはそれぞれの施設でそれぞれでございまし
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て、壁に穴をあけて部屋を陰圧室みたいなやつに改修するところもございますし、あるいは小さいところであ

れば部屋の中に簡易的にテントを張ってといいますか、そういうテントを張ってその中を陰圧室にするという

ような、簡易的なのもございます。ですので、実際のところ 432万円という数字は結構良い性能というか、か

なりの工事費を見れるというふうには聞いておりますので、100％近い補助率でこの事業はできるのかなと考

えてはおります。 

○委員長（工藤小百合君） 小島委員。 

○委員（小島直也君） はい、ありがとうございました。あと最後の質問です。８ページ民生費の２項児童福祉

費の子ども子育て幸せ基金事業の中から、小規模保育事業所Ｃ型の設置について補助金 1,650 万円と表記され

てますんで、この補助金の使われる事業、どのくらいの建設のためか設置のためのどのような支出が計画され

ているのか教えていただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、お答えします。まず小規模保育事業なんですけども、これは地域型保育事業、

いわゆる市が認可する保育事業の一つで、今家庭的保育事業所というのが２か所あるんですけども、それより

ワンランク規模の大きな部分と考えていただいたほうがいいと思います。今ある家庭的保育事業所の１か所が、

改修しまして少しレベルアップといいますか、少し上の階層の保育をしたいということで、５人の規模から

10 人の規模にするという形でこの補助の申請がありました。これに関しては最大 2,200 万円の補助が出るん

ですけども、今ある施設等を改修してとか、前に補助をもらった事業所であるのでその部分のものを転用する

というのもありますので、話合いの結果、1,650 万円ぐらいだということで今進めているところでこういう金

額になっております。 

○委員長（工藤小百合君） 小島委員。 

○委員（小島直也君） はい、ありがとうございました。理解しました。ありがとうございます。以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 次は橋本委員です。その次は坂本委員です。橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） 私の質問も前の２人の方とほとんど同様でございますがちょっと私もそこを確認させて

いただきたいと思います。主要事業一覧表の８ページにあります３款民生費、２項児童福祉費の子ども子育て

幸せ基金事業でございます。今の小規模保育事業Ｃ型ということで説明を受けました。これはおそらく宮古で

は初めての事業所になるんだろうなと見ておりました。先ほどの説明では、要するに今まであった家庭的保育

の１か所が、こういうふうなレベルアップ、グレードを上げるという説明でございましたが、まず既存のもの

が２か所あるんですが、どちらといえば変ですがその２か所のうちのどの地域でやってるものがこういうふう

になるのか教えていただければと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、千徳と磯鶏の２か所でやってるんですけども、磯鶏のほうの事業者がスケー

ルアップしたいということでご相談を受けております。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい。了解しました。スケールアップしたいということで、これは令和４年の４月に新

規開設ということですね。そのための準備をするための補助金が計上されるという理解だと思うんですが、そ

れは年度内にはもうこの補助金で完結するものなのか。下のほうを見るといろいろこう開設準備金という項目

も出てくるんですが、この小規模保育に関してはまずこの年度内はこの 1,650 万円での補助金で進められてい
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くという理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい４月から運営できるように準備を進めているところです。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい。そのようになるっていうことなんですが、小規模保育Ｃ型はゼロ歳から２歳児で

したっけか、これスペースもかなり大きくなるんですか。今現在の場所よりは当然大きくなると思うんですが、

どのぐらいの規模で考えられてるんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、家庭的保育が定員５人まででしたけれども小規模になりますと 10 人まで預

かれるということで10人の規模でやるということを聞いております。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい。その規模に見合うスペースで準備をしているということですね。はい了解しまし

た。あわせて、下の、家庭的保育事業所が今度２件ってあるんですが、これ、既存が二つあって、一つが小規

模に移行するということになります。そうすると、ここにある２件は、その２件以外の新たな２件という理解

でよろしいんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、おっしゃるとおり、新たに新規が２件ということで、その下に準備補助金と

ありますけども 240万円の２件というほうは、これは国庫補助も入ってる補助の部分でして、準備補助金とい

うのは市の単独ですから、合わせて270万円の補助が２件分という形の要求でございます。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） なるほど、新たに２件ですね、これも今度の４月に向けてっていうことですが、そうす

ると 270 万円が補助金になりますけれども、宮古市単独が 30 万円のやつが２件。これ、上限、確か自主財源

も必要になってくる補助金ですよね。その辺はどうでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい。自主財源もございます。自主財源を求めております。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい。これはまた地域だと、どのあたりの２件になりますでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） ちょっとお待ちください。西町と、もう一つが、山口方面。ですから宮古西地域に

２件という形になります。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） 西町地区と山口地区に準備を進めているということでよろしいですね。例えばこういう

準備いろいろ動きがあると思うんですがこれ以外にいろいろまた相談とか、こういう動きがあるというのは他

にも何かあるんでしょうか。この家庭的保育に関して。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 今現在は新規というのはございません。この２件と、スケールアップの１件分の３

件になっておりました。 
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○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい、了解しました。そうすると、今度これによって、小規模はＣ型が 10 人で１か所。

そして、家庭的保育事業が５人までで３か所ということになるわけですね。今のところはそういう動きだとい

うことで理解いたしました。この件は以上です。それからほとんど先ほどの前の方と同じ質問になるのでじゃ、

１点だけちょっと確認させてください。主要事業一覧表の２ページ目の２款総務費の１項総務管理費、９目の

地域振興費のさっきのふるさと納税事務で、いろいろ新たに品目が増えた。これ課題は返礼品を増やしていか

なければならないという課題があった中で、現在 53 事業者で、149 品目が増えているということで、いろい

ろ増額になっていると説明を受けました。取り扱い店も三つの業者になってこのような形で進めるということ

なんですけども、いずれいろんな意味で好調だという説明を受けたんですが、改めてその瓶ドンと宮古の塩を

使った牛タンでしたか。瓶ドンは何となくこうずっとイメージアップで盛り上げているのがまずイメージとし

て分かるんですが、これは我々が市内で食べるのと、こういう返礼品用にするのは加工が全然違うんですか。

多分冷凍ものじゃないと発送出来ないと思うんですけども、そういう技術とかその辺がうまく改善されて広が

っている。当初は生ものだから現地でしか食べられないようなイメージがあったんですが、この瓶ドンがそう

いうふうに広がっていく背景っていうのは、これ技術的な加工の何かがあって広がっているっていうことなん

でしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい。瓶ドンの冷凍の部分につきましては、これ、正直ちょっと想像なんですけれど

も、従来から冷凍というのはあるんだと思います。ただ生ものとしてお店で提供するというのは、やはり現地

に来ていただいてお店で食べていただくという思いなのかなあと思っております。なので、冷凍のものにつき

ましては技術の革新があったとかそういうものでなく、従来からそういう冷凍で発送するというものは出来た

ものだと思っております。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） そうすると当初瓶ドンをキャンペーンでいろいろ発表したときに、いろんな瓶の種類が

ありましたよね。あれそのものじゃないんですよね。その例えば各お店でいろいろアレンジしたものを瓶に詰

めて、何か小中大２種類でしたっけ、何か瓶があったんだけども、それをそのまま送ってるってことじゃなく、

ふるさと納税用に開発して送っているというイメージで捉えてよろしいんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） 市内のお店で提供している瓶ドンとは別といいますか、特定の業者が発送用に瓶も少

し小さめなものとか、そういったものでつくられているものになります。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい、そうするとそこの業者さんのオリジナルの瓶ドンとして、これが広がっているっ

ていう理解ですね。そうするとその業者さんは、いろんなとこが開発してるわけじゃなく、１社２社ぐらいの

業者さんがやってるっていう状況でしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） ホームページ見れば名前が載ってるんで、申し上げますけれども、かけあしの会とい

うところでやってる瓶ドン。これが、前から提供はされてたんですが、今年の３月ぐらいから伸びているのは、

やはり震災から 10 年っていうテレビの報道とか、結構全国放送でも取り上げる回数が増えてきているという
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ところで、今年度に入って好調であるというところです。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい理解いたしました、了解です。いずれ取扱店が取り扱っている、製造業者はまた別

だと思うんですが。はい、そこは理解いたしました。それから、その牛タンスライスっていうのがちょっとよ

くわからなくて。有名なんですか。ちょっとそこを教えてください。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい。これもあれですけど宮古の吉田精肉店さん、こちらの牛タンスライスなんです

けれども、今年に入ってから新規に登録しまして、宮古の返礼品の中で肉というのがこれまでなかったもので

すから、やはり全国的に見ても肉というのは人気商品の一つということで、注目を集めているというところで

す。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい。宮古の塩ということで表現をうまく使っての製品開発なのかなあと思ってました

のでそういう意味では、宮古の知名度も上がりこう返礼品が増えればいいのかなと思いますが、これ以上、ま

だまだ増やしたいという、先ほど発言があったんですが、考えられるのはまだまだあるんでしょうか。事業所

さんでこういうふうに進めたいとか、そういう相談を受けているものもあるんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい、事業者さんで独自でどんどん開発して、新規に登録するのは大歓迎ですので、

これからも新規のものがあれば、どんどん登録して 100、200 と言わず、300、400 と増やしていきたいと考え

ております。 

○委員長（工藤小百合君） 橋本委員。 

○委員（橋本久夫君） はい、わかりました。現状では今後ということだと思いますので、私のほうは以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 次は坂本委員です。その次は長門委員です。坂本委員。 

○委員（坂本悦夫君） よろしくお願いします。それでは、私のほうも主要事業一覧表でお願いしたいと思いま

す。８ページ、３款民生費２項児童福祉費、１目児童福祉総務費、子ども子育て幸せ基金事業ですが、先ほど

からもお話がちょっと出てきておりますけれども、ここに表記されている補正の理由が令和４年４月に地域型

保育事業所の新規開発を予定していると。その事業者があることから、開設支援に係る補助金を計上するもの

ということで、先ほど橋本委員とか小島委員がちょっと質問されたので、ちょっとはしょりますが、話があっ

たようにこの小規模保育事業Ｃ型っていうのは宮古市では初めてで、家庭的保育事業はもう既に２つの事業所

が運営しております。この小規模保育事業Ｃ型と、家庭的保育事業は基本的には同じような基準となっていて、

大きく違うところは規模というか定員が家庭的保育は１人から５人、小規模保育Ｃ型は定員が６人から 10 人

ということで規模が違うという。 

○委員長（工藤小百合君） 坂本委員、質問を簡潔にお願いいたします。 

○委員（坂本悦夫君） それで、そこで質問したいと思いますけども、今回のこの申請の小規模保育事業Ｃ型に

は、保育士資格の人はいるんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、いると聞いております。おります。 

○委員長（工藤小百合君） 坂本委員。 
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○委員（坂本悦夫君） 家庭的保育事業のこの２件については、保育士資格の人がいるのかどうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、おります。 

○委員（坂本悦夫君） はい、いるということでちょっと安心いたしました。なぜ私がこういうことを聞くかと

いいますのは、やっぱり保育施設というのは安心して預けることができる。やっぱり信頼される施設でなけれ

ばならないと思います。ところが宮古市の場合は、宮古市の条例は、家庭的保育事業も小規模保育事業Ｃ型も

保育士の資格がなくても短時間の研修で市長が認めればオーケーなんです。認定保育所施設に保育士ゼロでい

いのか。無資格者だけでいいのかなんです。公的保育制度の大原則は今まで保育士が保育を担う、保育士資格

を持っている人が保育を担うということが大前提だったんです。こういう大原則を揺るがしてはならないと私

は思っております。岩手県でも盛岡とか花巻などの内陸の自治体の多くは、やっぱり保育所は有資格と、この

条例を修正してますので、当市もこの条例の見直しの検討をしてみる必要があるんではないかと思うんですが、

そういう考えがあるのかどうかちょっとお伺いをしたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 職員の配置基準につきましては国に準じて決めております。先ほどおっしゃられた

とおり、保育士じゃない人っていう言い方をされましたけども、実際は子育て支援研修を修了した保育士また

は保育士と同等以上の知識及び経験を有するという形になっていて、現実的にはやっぱり保育士の人じゃない

とやれないのではないかというふうに我々は考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 坂本委員。 

○委員（坂本悦夫君） どういう意味だかちょっとわからないですけども、確かに研修は受けてる。資格はない

んですよ。資格がなくても、ある一定の研修さえ受けて市長が認めればそれでオーケーなわけなんで、そうい

う形でも宮古市の場合は、この事業を開設できるというふうになっています。この条例は国が示した基準は、

従うべき基準ではないんです。参酌すべき基準なんです。それでこの制度が出来たのは 2015 年、そのときの

教育民生常任委員も審査しました。やっぱり、あれだね、資格がない人がやるのはどうなんだろうね。という

ことで、これはやっぱり１人でも資格を持った人がそこの施設にいる必要があるんじゃないかということで反

対をして、修正しようと思ったんですけれども時間がなかった。そこを修正しようとすると、他の条例も変え

なきゃならない。あっちもこっちも変えなきゃなんないということで、ちょっと今議会に間に合わない。議会

事務局も一生懸命努力をして、夜の 12 時過ぎまでいろいろやったんだけども、どうしても出来ませんと。時

間がなくて間に合いませんということで、断念した経緯があるのでね。少し今後、考えていく必要があると思

います。そもそもこういう規制が緩められたのは、待機児童の問題なんですよ。待機児童が当時は多かった。

だけど今宮古市に待機児童はありませんのでね、こういう基準については検討を考えていく必要があると思い

ますので、もう一度その辺のお考えを聞いて終わりにします。 

○委員長（工藤小百合君） 伊藤保健福祉部長。 

○保健福祉部長（伊藤貢君） はい。ご提言ありがとうございます。宮古市も今課長のほうから答弁がございま

したけども、保育士の資格を持ってない方はございません。どの施設にも、家庭的保育には保育士の資格を持

ってる方は最低１名以上はおりますし、それから家庭的保育に従事するためにこちらのほうで開催する研修会

は、これも保育士に同等以上の知識を持った方ということで看護師とか、それから保健師とか、そういう方々

が従事してございますので、そういう議員さんのご心配はそのとおりだと思うんですけども、そういうふうな
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部分で私どものほうといたしましてもやはり専門の方でないと、子どもを預かるということで、その命を預か

るということですので、軽々にはですね、そういうふうな運営は出来ないというのは十分承知してございます

ので、そこの部分は今後も徹底してまいりたいなと思ってございます。 

○委員長（工藤小百合君） 次は長門委員です。その次は竹花委員です。長門委員。 

○委員（長門孝則君） 私ちょっと、こまいことで恐縮なんですけども、２点ちょっとお聞きしたいと思います。

一つはふるさと納税の関係、畠山委員、橋本委員からもあったんですが。それからもう一つは私道路の件でち

ょっとお聞きしたいと思います。この主要事業一覧表でお願いしたいと思います。１ページです。２款１項５

目財産管理費、7,140 万 9,000 円予算計上されております。市勢振興基金積立金なんですけども、これに関連

してちょっとお聞きします。寄附金今度の補正で 9,000 万円収入に見込んでおります。私この 9,000 万円を全

額基金に積立てるのかなと思ってたんですよ。振興基金のほかにこの一覧表の５ページにありますけども、東

日本大震災の震災関係の基金が 1,500 万円ですよね。それから、津波遺構の分が 200 万円と。全部合計します

と何か、150 万円ぐらい積立てが足りないっていうか、そういうふうに思ったんです。計算するとそうなって

ますんで、150 万円ぐらい。全額積立てれば余る部分が 150 万円ぐらいなんですけども、何でこの分も積立て

なかったのかなと。どういう財源にあてているのかなとどうするのかなと、ちょっとその辺気になったもんで

すからお聞きします。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい。今回 9,000 万円の寄附金の増額ということで、9,000 万円を一旦基金に積み立

てるというのが基本的な考え方です。今回につきましては、今長門委員がおっしゃったとおり、7,140 万

9,000 円、これは市勢振興基金、そして、震災復興に使ってくださいというテーマに 1,500 万円ありましたの

で、1,500 万円を東日本大震災復興基金に積み立てる。そして津波遺構の保存に活用してほしいというのは、

200 万円ほどありましたので、200 万円津波遺構保存基金に積み立てる。そして、その残りの 159 万 1,000 円

につきましては、遊覧船のクラウドファンディングを今、今年度やっているところです。そのクラウドファン

ディングの第１弾、９月末までやった第１弾の寄附金は 159万 1,000 円ということで、これにつきましては、

基金に積むのではなくて今年度の遊覧船の建造事業に直接充当するということで、今回の補正で充当しており

ます。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） 私は取りあえず 9,000 万円寄附金があるから、全額いったん全部基金に積立てたほうが

よかったんでないかなと思ったんでお聞きしました。委員長。 

○委員長（工藤小百合君） はい。長門委員。 

○委員（長門孝則君） それからもう一つ参考までにお聞きしたいんですけども、先ほどの答弁で今度補正が決

まりますと寄附金２億 7,000 万円収入になります。財政課長の答弁では、これを上回る寄附金が見込まれるよ

うな答弁でした。非常にいいことだなと思っているんですが、実は活用テーマに遊覧船の建造でしたっけか、

それをテーマに入れましたね。参考までに遊覧船の建造部分の寄附金が今時点でどのぐらい集まっているのか

なと。ちょっと参考までにお聞きします。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい。遊覧船の建造のほうは、クラウドファンディング第２弾ということで、１月

11 日まで第２弾を行っております。その第１弾・第２弾を合わせて、11 月末現在の数字ですけれども、遊覧
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船の建造のクラウドファンディングは 640万 5,610 円という数字です。そのほかにテーマとして、遊覧船の運

行支援ということで、テーマを設けておりますがこちらには、542万5,998円の寄附が来ております。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） 遊覧船は来年の５月頃にだいたい完成するのかなと思ってますが、ちょっと寄附が集ま

り具合が少ないなと思っておりますんで、一つＰＲのほうよろしくお願いしたいと思います。委員長。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） それから私道路の関係です。この一覧表の 14 ページになります。８款２項２目道路維

持費です。今度私道路の整備事業補助金 2,000 万円計上をしてますけども、ちょっと私が気になったのは９月

補正で 2,600 万円、多分、計上しておったと思うんですよ。私そのときも、ちょっと多いなというか、これだ

けまだ未完成の部分があるのかなと思ってたんですが、今度まだ 2,000 万円追加があるということで、ちょっ

と気になったもんですからお聞きしたいと思いますけども。今度の 2,000 万円の補正は台風 19 号の部分とい

うことですけども、まだこれからも補正するようになるんですか。まだ残ってる部分があるのかどうか、まず

そこをちょっとお聞きします。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） はい、今回の補正につきましては、この間の要望があった部分で、現予算に不足す

る部分ということで、2,000 万円増額したところでございます。この事業につきましては、今年度限りの事業

になってございまして、11 月１日の市広報紙にて、事業が終わりますので申請をお早めにということで周知

をしてございます。それ以降の申請相談が３件ございました。11 月１日以降に。ということですので、おお

むね大体必要な方の部分にはもう申請、相談は来ているのかなと考えてございますので、予定でいきますと今

回の補正で完了すると見込んでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） それから台風10号分についてはもう既に全部完了をしているということですが。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） はい、申請の中身を見ますと 19 号の部分がまだ残っている部分でございますので、

10号についてはもう、需要のほうはないというふうに見込んでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） それからもう一つこれ台風関係ですけども、通常の私道路の補助もありますね。そっち

のほうはどうなんです。通常の私道路については何件か申請がありますか。その辺ちょっと最後にお聞きしま

す。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） はい、通常分につきましては１件、申請のほうがございます。 

○委員長（工藤小百合君） 次は竹花委員です。その次は落合委員です。竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） はい。私も主要事業一覧表に基づいて順次質問していきたいと思いますので、よろしく

お願い申し上げます。最初に１ページの、２款総務費１項総務管理費の一般管理費、自治体セキュリティー強

靱化事業についてお伺いします。事業内容と補正理由それぞれ説明がありますが、補正理由の中で岩手県自治

体セキュリティークラウドの更新に伴ってネットワーク機器の設定変更等の対応を実施するものだというふう

に記載があります。今のサイバー攻撃等に対応するためにインターネット分離の環境を整えることが急務だと
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いうことで国のほうでも、様々指針を示しているようですけれども、まずこのネットワーク機器の設定変更、

どういう設定変更の内容になるのかお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） はい。これは今も岩手県のセキュリティークラウドっていうのは動いてま

して、それが５年に１回の更新ですので、その更新が今度行われるという中身になります。更新の時期自体は

わかってたんですけども、その仕様が示されたのが９月で、その仕様を踏まえて宮古市のシステム側がどうい

う変更をしようかっていうのを業者さんが検討した結果、これくらい設定変更が必要になるという結果が出た

ものであります。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） そうすると、具体的にどういうふうに今のシステムを変えていくのかというのは、はっ

きりしているわけでしょ。確かにこの業務委託料なので、設定変更等をどうするのかという業務委託だと思う

んですけれども。とすれば、今後はこの業務委託の結果に基づいて具体的に市のネットワーク機器をどう変更

していくのかということがはっきりしていく。現時点でまだそういったことについてはこれから補正ですから

出していくということなんでしょうけれども、取りあえずは５年に１度の変更対応をどういう形で変更対応し

ていくかということの業務委託料だと理解をすればよろしいわけですか。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） そのとおりになります。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） そうすると、具体的な対応等に関わる予算については、新年度予算になっていくという

ふうな理解でしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） ここの予算で年度内に変更をするという予算になります。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） とすれば私がお聞きしたいのは、今５年に一度の更新といっているので、つまり更新だ

けなのか新たな変更作業というのがあるのかないのか。あるとすればどういったものなのかということをご説

明いただきたいわけです。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） はい、ちょっとすいません。その細かい中身どこがどう変わるかまでちょ

っと把握してませんでしたので、更新の時期に合わせて設定変更するというところでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） はい。取りあえずそういうことだということで今日のところは、また後ほど内容等につ

いては説明があるだろうと思いますので今日のところは終わりたいと思います。次に６ページ民生費、１項社

会福祉費、老人福祉費の関係です。先ほど来からも、地域密着型のサービス施設等の整備事業ということで、

防災減災対策。介護高齢者施設における質疑ありましたけれども。まず最初にお聞きしたいのは、もう小島委

員のほうから重茂の小規模多機能支援センターの大規模改修事業については中身の質問がございました。私が

お聞きしたいのは、この介護多機能ホームあすもの 1,546 万円。大規模改修、水害対策というふうにあります

が、この具体的な事業内容はどういうものかをお聞かせ願いたいと思います。 
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○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、まず大規模改修のほうでございますが、こちらは主に雨漏りの改修とな

っております。現在の施設が雨漏りをしているので、シート防水ですとかそういった屋根の関係の大規模な改

修を行うというのがまず一つと、水害対策のほうは、現在ある場所が先ほど来お話があって、浸水区域にはな

っておりますので、非常時の際に２階に避難させると。垂直避難をさせたいという希望がございまして、現在

の施設が前の用途が旅館だったもんですから個室仕様になっていると。個別の部屋になっているということな

ので、下から避難させたときに大広間みたいな避難場所に改修するというような工事内容となっております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 後段の水害対策もそうすると、二階のほうに利用者の方々が避難できるように、広い空

間にするための改修工事だという理解でいいわけですか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はいそのとおりでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 若干制度の仕組みに入ると思いますが、両方とも 773万円を補助として受けることにな

っているようであります。国庫補助の上限が773万円だと見て取れるんですがそういうことなんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、そのとおりでございます。国補助の上限が 773万円でそれ以上の経費が

かかる場合は、持ち出しというふうになります。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 了解をいたしました。次に７ページ、同じ地域密着型サービス施設整備の介護施設等整

備事業費補助金、簡易陰圧装置の関係であります。これ仕組みを見ますと介護施設等の簡易陰圧装置を設置す

る場合の補助金で、上限が 432万円だということで、都道府県が認めた設置台数について国が補助をするとい

うふうな仕組みだと私はちょっと調べた結果そういうふうに見てとったところです。そこで、さっきの質疑で

は 432万円以上あれば持ち出しが出ますよということについては了解をいたしました。そこで、お聞きしたい

のは市内で、４事業者以外に申請をして、認められなかった事業者があるのかないのか、ここはどうでしょう

か。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、申請した事業所については全て採択されたと考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 岩手県のこの事業に対する設置台数、つまり、それぞれの都道府県段階で、国のほうで

は都道府県が認めた台数を国が補助するという仕組みだと先ほど申し上げました。岩手県の設置台数は何件ぐ

らいということについては把握が出来てますか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保健課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） 申し訳ありません。そこまでは把握してございません。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） そうすればもし県の設置台数の枠がまだあるということであれば、当然今後も市内の事

業所等が、この陰圧装置を設置したいということであれば、認められるかという思いがあって聞いております
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ので、そこはぜひ確認をしてほしいなと思います。今回はこの４事業者しか申請がなかったと。多分これは、

コロナの状況等々がどう進展していくかということもありますし、見ますと空気清浄機としても使用が可能だ

というふうな、ちょっとこう見てみましたらそういったこともありますので、ある意味でその持ち出し等が余

りしなくてもできるんであれば、かなり介護施設とすれば有効な補助事業だろうなと私は受け止めております

ので、もし県でまだ枠があるんであれば、ぜひここは積極的に市内の事業所等にもこの制度等についてしっか

りと周知をして促進すべきだと思いますので、いかがでしょうか。ちょっとそこら辺の考えを改めてお聞かせ

いただきたい。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい。今年度の事業でございますので、当然期限というのがございます。です

ので、これから先に今年度事業として採択されるかちょっと疑問なところはございますが、もし枠があってま

だできるというのであれば周知はしていきたいなと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 確認しますけどこれ、今年度限りではないでしょう。来年度以降も続くという理解をし

てるわけですが、そこはどうでしょう。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい。来年度も必ずあるというのはまだちょっと確約とれておりませんけども、

多分、続くものとは思います。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） ぜひそこら辺も把握しながら、来年度に向けて市内の事業者に引き続きしっかりと、こ

ういう制度がありますよということで利用しませんかということは周知等をぜひやるべきだと思いますので、

そこの来年度以降のこの事業の継続、多分、今年度限りではないだろうと理解しておりますので、そこのとこ

ろの把握も含めてよろしくお願い申し上げたいと思います。次に 10 ページ。４款衛生費、保健衛生費、２目

予防費の、コロナウイルスワクチン接種体制確保事業。そして運営事業等々の事業が合わせて 6,190 万円ほど

予算計上がされております。簡単に言うと、３回目の追加接種に向けた予算確保、予算整備だと理解をいたし

ます。まず最初にお聞きしたいのは、国のほうでは今この追加接種については、２回目接種をしてから基本的

に８か月以上を経過したものを追加接種していくのだという方針を掲げている。一方では、できるだけ早く前

倒しが可能であれば、まあ当然これ地方自治体の体制がとれるかどうかという問題もあると思うんですけれど

も、そういう方針を示しているというのが新聞報道で言われております。そこで、まずお聞きしたいのは、仮

に、国のほうで８か月でなくても、前倒しすべきだという状況になった場合、市とすれば、その体制整備、前

倒しは現状では可能なのかどうなのかということも含めて、どういう認識でおりますでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、委員おっしゃるとおり、追加接種に関しましては当初８か月を経過した方と

いうことになっておりましたけれども、それを前倒しすることも構わないという形になっております。ただそ

れは全国一律に求めるものではないということももちろん言われておりますが、市といたしましては、まず現

時点で、追加接種を実施して、接種しておりますのは医療従事者がスタートしたところでございます。次は順

番的に 75 歳の方を初回接種のときに対象者として組入れてまいりました。今回、追加接種につきましては、

高齢者の方々は、日時、場所、接種医療機関を指定して通知を差し上げて、混乱が少ないようにと考えてござ
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います。当初の計画では、その通知は８か月を目安にして準備を進めてきたところですが、今それを少しでも

早くできるように、どのぐらい早めることができるかというところで、今準備をしながら検証を進めている最

中でございます。通知等ができるということになれば、市内の医療機関にお願いをして、少し早めるという方

向も今後は検討していかなければならないと思っておりました。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 現状のそういった準備をしているということについては理解いたしました。そこで大体

そこのめどがつくのは、今の状況からいって１月ぐらいまでには大体はっきりしてくるのかどうなのか、そこ

の時期的なめどとすれば、今の時点ではどういうめどづけをしながら作業していると我々としても受け止めれ

ばいいでしょう。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） 高齢者の接種は、１月の下旬から開始できればいいなと思っていたところですけれ

ども、そのためには 12 月の末までには皆さんに通知を差し上げなければならない。皆さんにというかその対

象となる方に順番にですけれども、通知を差し上げなければならないと考えております。それなので、どこま

で早められるかというのは今後の準備作業にもかかってきますし、あとは医師会の先生方との交渉もございま

すが、今月中には大体の目安をつけて、順次お知らせしていければいいと考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） そうすると受け止め方とすれば、75 歳以上の方々は２月でしたっけか、当初予定では。

それが少しでも１月下旬くらいには早める、そういう方向で今準備をしているんだと受け止めればいいわけで

すね。はい。そういうことでいいですね。はい。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） そのとおりでよろしいです。 

○委員長（工藤小百合君） はい、竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） はい、その下のワクチン接種の運営事業の内容について若干ご質問をしたいと思います。

積算根拠の中に、新型コロナワクチン接種業務委託料 1,650 万円が計上されております。これは個別の医療機

関、開業医の皆さんへの委託料だと理解をいたしますが、それで間違いございませんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、接種業務委託料につきましては、個別接種に関しましてはそのとおり開業医

の先生方への１件幾らという委託料になりますし、あと集団接種におきましては、医師会のほうにお願いをし

ておりまして、お医者さんと看護師さんのチームに対して、それをお支払いするような、どちらも、集団接種

の場合も委託料でお支払いしております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） なるほど下のほうに内訳のところに書いてあるとおりだということですね。そこで委託

料の考え方ですけれども、これは委託料の積算については、どういう考え方、つまり当然、人件費等々含める

ことになると思うんですが。それともワクチンを受ける１人の方につき幾らという考え方なのかちょっとそこ

ら辺の、委託をする場合の考え方はどういう形で積算をしているのかお聞かせいただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） 個別接種につきましては、１件につき幾らという金額が国から示されております。
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それは通常分、または時間外を含んだ分、あとは休日接種の分という形で、それぞれに単価プラス加算分が示

されておりますので、それを積算して算出してございます。また集団接種に関しましても、先生がたの従事時

間によって、目安となる単価が示されておりますので、それに準じて積算しております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 個別の１件当たりというこの１件というのはどういうふうに理解すればいいですか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） 接種１回分という形になります。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 了解いたしました。時間がないですから、２巡目にして終わります。 

○委員長（工藤小百合君） 次は落合委員です。その次は松本委員です。 

○委員（落合久三君） はい、委員長。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 今の 10 ページの４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費。今竹花委員が質問したと

ころでもかなりの部分わかったので１点だけ。主要な事務事業の説明の接種体制確保業務委託料 3,880 万円。

内訳の中の予約センター運営等業務委託料、ここが１番、ほとんどここに予算が集中しているんですが、この

予約センターはどこで何人体制でやる計画ですか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、予約センターにつきましては、盛岡市に会社があるところにお願いしており

ます。体制といたしましては、平均６人詰めていただく形で計算してございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） これは今までと変わりない。もし変わっている点があるとすればどういう点でしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、場所に関しては今までと変わりございません。人数に関しましては、当初、

初回接種のときに、最初の電話予約で大変混み合った状況がございましたので、一時的に人数を増やして対応

した経緯がございます。今回はその日時指定、場所の指定もございまして、当初６人体制でスタートしていた

だくということで、お願いしようと考えてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） はい。ということはこの間のさっぱり電話してもつながらない、いつになるんだかわか

らないというんで各々が直接田老診療所に電話したりというような、例えばそういうのがあったことを踏まえ

て、今課長が言ったように、日時、場所をあらかじめ示して、というふうにすれば、前回のようなことはない

だろうというふうに理解をいたします。主要事業一覧表の２ページに戻ります。２款総務費１項総務管理費８

目公共交通対策費の中の説明の補正理由の②岩手県北自動車株式会社のＩＣカード導入に係る費用の一部を関

係市町村で支援するもの。これはですね、公共交通を維持するための運行支援金とはちょっと意味合いが違う

のかなと思って聞いたんですが、県北バスがＩＣカード導入に係る費用を関係市町村で支援するっていうのは

もうちょっと具体的にはどういうことをやることに支援するのかというのが、わかったようでわからないので

説明をお願いします。 

○委員長（工藤小百合君） 多田公共交通推進課長。 
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○公共交通推進課長（多田康君） はい。ＩＣカードの導入でございますけども、バス料金の支払いのときに、

電子決済をしようというものでございます。商品名で言えば地域連携型スイカというものを導入いたします。

ですから、カードですとかそういうもので決済ができるということは非接触になって感染防止に役立つという

ものでございます。バスの台数分車載器が必要になりますので、その車載器、それから運営するためのシステ

ムの負担金等を関係市町村で案分をして分担しようというものでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） そうですか。同じような趣旨で、例えば市内のタクシー会社が、タクシーを利用して料

金を払うときに、ＪＲで言えば、我々も出張に行けば使うんですがスイカみたいなカードをやってほしいとい

うふうにタクシー会社がなった場合には、やっぱりそれはそういうことで検討をできるもんなんですか。なぜ

そういうふうに聞くかっていうと、ある意味特定の、そうは言っても意味は分かるんですが、公共交通を支え

る一つの大事な会社だっていうのは重々わかっているんですが、県北バスのそういう業務、今後起こるだろう

業務に支援するのか。利用者のために支援するのかっていうのが、密接に関連はあるとは言ってもそこを基準

といいますか、きちんとしていないと。今言ったように、じゃあタクシー会社が申請した場合には同じような

支援をとるんですかっていうふうに話がどんどん広がる可能性もあるんでお聞きします。 

○委員長（工藤小百合君） 多田公共交通推進課長。 

○公共交通推進課長（多田康君） はい、先ほど申し上げました地域連携型スイカ、ＩＣカードのことについて

ちょっと最初にお話をしたいと思います。今までスイカというのはＪＲ系のシステムでございましてＪＲが独

占していたサービスでございます。昨今それが子会社になりまして地域連携型という名前をつけて、各地で導

入が始まっているものでございます。日本全国の地方バス路線において、ほとんどのところが今このＩＣカー

ド化に動いてございます。県内ですと県交通もやってございます。それからお隣青森県にいくと青森市営バス、

それから南部バス八戸市営バスも導入をしてございます。ですので全国各地でこのＩＣカード化が今どんどん

進んでいるという現状がございます。それから一方、タクシー等、ほかの事業者についての対応でございます

が、現在タクシー等はクレジットカード払いとかができるような、端末機が一部に入っているというふうに聞

いてございます。タクシー協会等でまとまってシステム化への要望があればそれはまたご相談をしてまいりた

いと考えてございます。鉄道についても三陸鉄道はまだＩＣカード化になっていませんので、ＩＣカード化の

ご相談があれは対応してまいりたいと考えてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） そういう関係する公共交通を支える他の事業所からも同様の要請があれば検討するとい

う答弁で了といたします。次に隣の３ページ、２款総務費１項総務管理費 15 節諸費の中の、補助金の返還な

んですが、過年度の国庫支出金等の実績額確定によって返還金を計上すると。ここの表の国庫分の最初、障害

者自立支援給付費国庫負担金、結構大きい約 600万円近いものを返還すると。要するに実績が計画数値に及ば

なかったということだろうと思うんですが、私が聞きたいのは、これは障害者ですから障害児ではないのでね。

18 歳以上の障がいを持った人たちの利用するいろんなサービスがあるんですが、障害者が利用しているこの

手のサービスで１番大きいもの、この際ちょっと、どういうサービスが１番多いのかっていうのをお知らせく

ださい。 

○委員長（工藤小百合君） 佐々木福祉課長。 

○福祉課長（佐々木俊彦君） はい、これ様々なサービスがございますが、主に昨年度はコロナの関係もござい
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まして、短期入所サービスの利用が少なくなっているところでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 介護施設のショートステイが１番多いと。そうですか。はい。わかりました。そこで当

初立てていたサービスの利用目標、このぐらいは行くんじゃないかというのに対して、そうはならなかったん

ですが、この主な理由はやっぱりコロナの感染を心配して利用を控えたと理解するんですが、そういう内容で

しょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 佐々木福祉課長。 

○福祉課長（佐々木俊彦君） 落合委員のおっしゃるとおりでよろしいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） はい。早くコロナの収束を願うものであります。次に、先ほどから議論になっている６

ページ、３款民生費１項社会福祉費５目老人福祉費の下段の地域密着型サービス、これも、皆さんが触れたん

で、ダブらないようにちょっとお聞きします。先ほどの竹花委員の質問で大規模改修とは何かという質問に対

して、建物が老朽化している、シロアリに食われて、ちょっと補修しないと駄目だというような説明があった

んですが、個人的なことから聞いてるわけじゃないですが、あすもが改修した大通は、私のいとこの旅館だっ

たこともあってちょっと、いつも気にしながらあそこを通ったり、時には中に入って見せてもらったりしてい

るもんですから聞くんですが、先ほどの説明でここだけが水害対策っていうことも、括弧の中で書いて、確か

に大震災のときは、１階までは水が入りました。それで、先ほどの説明だと、今後そういう事態が起きたとき

には入所者を２階に上げると。より安全な２階に上げるためには、個室ふうになっていたところを大広間的な

ものに改修するという説明だったと思うんですが、非常に素朴な疑問なんですが、大震災以降、あの辺まで水

が上がったっていうのは本当なんですが、それを未然に防ぐために 10.4 メートルの防潮堤をつくった。それ

から、そういうのと津波と大雨がダブルパンチのとき、または外が満潮のとき冠水しないように大型のポンプ

場ももう完成をしている。１分間に約 200立米だったかちょっと数字は忘れましたが、１分間にそれだけ吐き

出すポンプ場も設置しているにもかかわらず、本当にここが浸水区域だという説明でしたが、ちょっとそこは

本当にそうなのかなあっていう素朴な疑問があるもんですから、ちょっとそこの説明をお願いします。ここは

危機管理かな。 

○委員長（工藤小百合君） 芳賀危機管理監。 

○危機管理監（芳賀直樹君） はい、津波に関しても河川の増水に関しても、浸水しないとは言い切れない箇所

でありますので、早めの避難と、避難にいとまがない場合には垂直避難してもらうというふうな形になります。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 意地悪い質問しますが、浸水する可能性はある。その根拠は。 

○委員長（工藤小百合君） 芳賀危機管理監。 

○危機管理監（芳賀直樹君） 津波に関しては、昨年発表された日本海溝千島海溝のところの、総務省が発表し

たエリアには入ってます。防潮堤ありますけども、これは絶対ではないと。壊れる場合もある、破壊される場

合もあるということでの浸水エリアにはなってますので関係があります。また、河川の増水に関しても、海抜

高がそれほど高くありませんので、この間たしか５月に発表されましたが、千年に１度の雨であれば十分浸水

する可能性のあるエリアになっています。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 
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○委員（落合久三君） ７ページ、３款民生費１項社会福祉費、先ほど来これもあるんでダブらない点で聞きた

いと思っていたので、要するに介護施設等整備事業費補助金（簡易陰圧装置）、平たく言いますと、今コロナ

がこういう状況のもので、フィルターを内臓した多機能型の空気清浄機。私もどういうものかっていうのをち

ょっといろいろネットで調べて初めてわかったんですが、そういうものを設置するっていうことのようですが、

ここには、先ほどの説明ではコロナ感染防止対策のためにこういう装置を設置出来ますよ。国を通して県から

補助金が出ますよ。やる所は手を挙げてくださいっていうので、結果として、手を挙げたところを４か所全て

採択されたものという説明だったんですが、私は高齢者施設でもあり、なぜ一律に全ての施設でこれをやりな

さいというふうにならなかったのかなという素朴な疑問があるんです。だって、全国でコロナが感染したとき

に非常に大きかったのは、やっぱり身体的にも弱っている高齢者の施設、しかも一定の施設の中に囲われたよ

うな状態の中で生活しているわけですから、このシステム、施設整備は、むしろ国も県も市も、一律にやって

いいんじゃないのかなと思うんですが。ただこれは国の旗を振った事業であり各市町村が勝手にというか判断

できるものなのか、そうでないのかわからないんですが、私はそう思って聞いていたんですが、どうでしょう。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） おっしゃるとおり一律に全部できれば良いとは思うんですけども、その中で、

やはり自己負担が出る場合もございますし、そこについてはこちらのほうで、しなさいというような指導は出

来ないものかなと思っておりましたので、今回は、国、県の方針に従いまして、まず希望するところ、必要だ

と考えているところに手を挙げてもらってそこに採択をしてもらったということになっております。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） そう思って、これが何で簡易っていうふうについて簡単に設置できるよっていうのは先

ほど答弁にはあったんですが、これをつくっている会社のホームページも私ずっと調べましたが、端的に言え

ば、造作はほとんど必要ないよ。この装置を置く場所がちゃんとあって、強いて言えば、壁に穴を空けるぐら

いかなと。だから簡易でできるんだっていう説明がほとんどでした。そういう意味では自己負担も生じるから

っていうのは、それはうそではないんですが、先ほど竹花委員が念を押したように、私はこれ継続事業にすべ

きだ。そして願わくば、やっぱりほとんどの高齢者施設には必要なものだと思いますので、そういう働きかけ

をぜひやってもらいたいということを述べて、あとは２巡目にいたします。回答があれば、 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい、周知に努めてまいりたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 次は松本委員です。 

○委員（松本尚美君） 委員長。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） 私もちょっと今やりとりを聞いてて、そういう理解かな、もうちょっと理解を深めるた

めに７ページの３款民生費１項社会福祉費の５目地域密着サービス施設等整備ですね。簡易陰圧装置の設置、

落合委員の説明では、フィルターがついてて、きれいな空気を取り入れて空気清浄機という表現をしました。

その面も当然機能を持ってるものと思うんですけれども、陰圧ということになるとその部屋なり、ものを圧力

を下げる。そして万が一そこにコロナっていう部分で考えますと、そういったものが外に漏れ出さないように

という機能が私はポイントなのかなと思っていたんですが、そういう説明をちゃんとしないといけないのでは

ないか、理解をするためにはですね、そこはどうなんですか。 
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○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） おっしゃるとおり壁に穴をあけて空気を外に出したり、あとはその部屋自体か

らウイルスが漏れないように部屋の圧力を下げるというような装置になると思います。大規模なものであれば

壁に穴をあけますし、小さなものであれば、部屋の中にテント式のものを置いてそのテントの中の陰圧を図る

とそういう小規模な簡易的な機械も装置もあるというふうには聞いております。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） ですから、そこがポイントっていう説明が抜けているということを私は指摘したいと思

います。あと、４ページですね。２款総務費１項総務管理費、15 目諸費の中での４ページ５ページにわたり

ますけども、国に返還する分国庫支出金の返還ですね。その中で林業成長産業化総合対策事業費補助金。それ

から５ページにもありますが、これは県の部分ですけれども、県費部分、同じく林業成長産業化総合対策事業

費補助金を返還するということで、トータルすると 2,700 万円を超える金額かなというふうに、見えるんです

が、事業が確定したんで返還するというのは分かるんですが、これぐらいの金額を返還するに至ったっていう

のは、対象になる事業そのものがなかったと。少なかったという理解でしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 飛澤農林課長。 

○農林課長（飛澤寛一君） 千円単位じゃなく、円単位なので、円単位ですので、事業費がそのとおり、多少減

ってしまったという部分です。 

○委員（松本尚美君） これは理解しました。それでは５ページですね。２款総務費７項震災復興費１目復興総

務費の復興基金の積立て 1,500 万円、それから津波遺構の保存基金積立て 200万円。これは積立てて、できれ

ば優しく残高っていいますかね、金額を表示してくれればいいなと思うんですが、そこはどうですか。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） この主要事業一覧表の中に、基金の残高をということでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） 記載があれば質問しないんですけども、記載がないので確認します。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい、基金の残高の見込みでございますけれども、まず、復興基金ですけれども、３

年度末の残高見込み、19億 4,000万円ほどになります。そして、津波遺構保存基金が5,000万円ほどになる見

込みでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい、わかりました。スペースがないわけではないので、見込みでも結構ですから記載

していただければなと思います。それでは次６ページ、３款民生費１項社会福祉費の５目老人福祉費です。先

ほど来落合委員がやりとりをしてましたが、２階に垂直避難のために改修をするということなんですが、千年

に１度の大雨という表現も出ましたけれども、いずれ基本的には、津波であれば当然これは他の、より高いと

ころに避難をする。大雨の際、万が一のときに、２階に垂直避難ということなんだろうと思うんですけれども、

そうすると、やはりこの施設だけではなくて、全体的にエリア含めて、トータル的にはハザードマップ上は、

赤く塗られているマックス５メートルというエリアになってるわけですね。やはりこの施設だけではなくて、

全体的にどう対応するかという部分も、他の高齢者に対応する施設があるかないかも含めて、全体的にやはり

そういった対応をしていく必要があるんじゃないかなと思うんですが、そこはこの事業を切り口に、何か総合
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的に考えている部分がございますか。事業が。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい。今回の補助対象になった施設のように、補修、修繕なりで対応できる施

設もあると思いますし、やはり修繕とかではどうも出来なくてやっぱり避難しなければ出来ないという施設も

あると思います。そういった中でやはりそれぞれの施設で避難計画は策定してもらって、それを我々のほうで

策定するように促すというような指導はしていきたいと思います。今回のこれを機に、どうこうというところ

までは今のところは考えておりません。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい。この建物が存在立地しているエリアだけではなくてトータル的にハザードマップ

的に市内全体を網羅して、どうしてもハザードマップ上厳しいところ、想定されるところ、そこには当然、周

知もしながら、そして、基本は早めの避難だろうと当然思いますが、万が一、逃げ遅れた場合の垂直避難とい

うことですから、やはりそういったものも、トータル的にどう対応するのか避難計画をつくっても、実際に機

能しないと、万が一そういった不幸な結果になる。これを避けなきゃならないというのは今の西日本を含めて

日本全体の傾向ですから、そこは徹底してやる必要があるんではないのかなと思いますので、そこは期待した

いんですが、ここ、保健福祉部長がうなずいてましたから、コメントをいただければと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 伊藤保健福祉部長。 

○保健福祉部長（伊藤貢君） はい。委員ご指摘のとおりだと思います。そのとおり、計画していきたいと考え

てございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい、わかりました。９ページですね、４款衛生費１項保健衛生費、１目保健衛生総務

費の中の特定不妊治療費助成事業です。増額ということですので、これはむしろいいことかなと。どんどん活

用していただいて、不妊治療、そして結果的に子どもが誕生することが期待できるかなと思うんですけれども、

増額する金額に見合うといいますか、何人が対象と今想定しての金額でしょうか。それも書いていただければ

親切だなと。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい。今年度９月末までで27件の申請がございます。今年度末までに55件という

想定のもとで、補正予算額を算出させていただきました。資料記載につきましては次回からそのように件数を

記入したいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい。９月末までに 27 人申請されています。27 件という表現がいいのかな。はい。そ

してどうでしょうか今の治療の成果といいますか、前年対比では比較出来ないでしょうし、なんとも評価の難

しいところがあるかもしれませんけれども、結果といいますかね、成果というのはちょっと表現があれなんで

すが、そこをどう分析されてますか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、単年での比較はなかなか難しいものだと思いますけども母子手帳交付率です

と、50％から 60％の母子手帳交付率になってございます。今回このように補正に至った理由といたしまして

は、今年度に関しましては初回の申請者が、例年に比べて多いという状況にございます。ということは今まで
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継続して、お子さんが出来なかった方が翌年度もまた治療を受けて申請をするという流れでございましたけれ

ども、今回いろんな形でこの特定不妊治療というのも、いろいろな形での周知もございまして、改めてこの治

療に踏み切る方もふえたのかなというふうに思っておりますので、今後も周知活動は続けていきたいと思いま

す。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい、わかりました。期待をしたいですね。では 10 ページ。４款衛生費１項保健衛生

費の２目予防費、運営のほうがいいのか。体制確保事業のほうがいいのかな。予約センターというのが、体制

確保事業で入ってますし、集団、個別接種含めてあるんですけども、最初竹花委員だったでしょうかね、やり

とりした中で、75 歳以上は日時とか場所とか医療機関を指定して、接種券なるものを送付するという説明だ

ったと思うんですが、まずそこは間違いないですか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい。接種日時と接種場所の指定に関しましては高齢者 65 歳以上を対象にやって

まいります。ただ当初宮古市は75歳以上から始めたこともございますので、通知が行くのは75歳以上の方々

に、先に通知が行くという形になります。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい、そうしますと、64 歳以下は、今までどおり予約センター等々で受け付けをして

予約をしていくように、接種するという体制ということですね。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、今回議会のほうでも説明させていただいておりますが、64 歳以下の方々に

つきましては、日時指定等は行わず当初の予定であれば８か月を経過したときに接種券を送付し、予約をとっ

てもらう。ただ予約方法については新たにラインやフリーダイヤルという形の新たな形態も含めながら、そこ

で予約をとっていただきたいと考えてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） 今回の年齢を下げて混乱をしたこともあって、改善点として、今回、65 歳まで下げて、

65歳以上は混乱を限りなく防ぐと。64歳以下は混乱がなかったという理解ですか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） 混乱がないということではございません。確かに予約をとりずらいのはそのとおり

あったかと思いますけれども、実際 64 歳以降スタートした時点では後半の日程があくような形で、予約もす

ぐに埋まることがなく対応出来ていたかと思いますので、もちろん、電話予約はそのままですし、ラインとい

う形のものもとりますし、あとは予約をとりづらい方には、これまで同様に、予約をとるお手伝いは続けてい

きたいと考えてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） なかなか、そうかなという雰囲気がありますが、いずれもう少し改善するというんであ

れば、年齢下げて、どうしてもその指定された日時とか場所が駄目だというんであれば、変更を受け付けると

いう体制にしていったほうが私はよりスムーズにいくんではないのかなと。手間暇も省けるんじゃないかなと

思うんですけども。全体に対象にしなかったというのは、今課長がおっしゃった、余裕があった枠があったか

ら予約もスムーズに取れたということなんだろうと思うんですけれども。これは計画的に期間の設定の中で、
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限りなく増やしていくと、もう既に３回目っていうのは２回接種してるわけですよね。そういう方が多いわけ

ですね。だから、私は別に８か月前倒しってのはそれ何日前倒しになるかわかりませんけれども、前倒しがな

くても取りあえず８か月ということですから、順次シンプルに発送していけばいいんじゃないのかな、そして

それに対応出来ない変更っていう方のみ受け付けしてやるほうがよりスムーズにいくんではないのかなと思う

んですが、そこは検討の余地はないということでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、委員さんおっしゃるとおりどちらの方法がよろしいのか、あとは、今の現時

点で医療従事者に関しても、指定という作業をしてみてはいますけれども、そこにとられる事務量はかなりの

ものがございます。あとは今後小児のワクチン接種につきましても、案件として出ているところでございまし

て、それらを踏まえた上で、現時点での指定は、２回目接種を受けた医療機関を原則として指定をする予定で

ございます。ただ今後その小児のワクチンの絡み、あとは他の医療機関の接種枠の絡み等々を踏まえまして今

後検討してまいりたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） はい。これはこの点ではちょっと最後になるかもしれませんが、今最後にちょっと触れ

ておこうかなと思うんですが、ファイザー製のワクチンを３回目接種に充てるということですが、この量の確

保は現状どうなっているのか。そして、今医療従事者が先行してるっていうのはそのとおり、私も聞いてまし

たけれども、また同じように65歳ですか今度区切りを65歳以上、それ以下というふうに分けていくんですが、

全体的な工程表というのは出来てるんでしょうか。確保も含めてですね。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、現時点で国から示されておりますのは、２月までに入ってくる分のワクチン

の量が、１万 8,000 回分入ってくる予定でございます。そうなってきますと、その分に関しましては、実施分

としては、少し前倒しても出来ていくのかなと考えてございますけれども３月以降のワクチン量に関しまして

は、ファイザー社製だけではなく現在モデルナ社製も含めてこの数が確定している状況でございますが、３月

以降に関しましては、まだ国からは何も示されていない状況でございますので、それと合わせながら指定等も

行っていく予定でございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） わかりました。２巡目やらないようにあと１分でできるか、13 ページですね。７款商

工費１項商工費、２目商工振興費の宮蘭商談会ですね、これはコロナで中止になったということはわかりまし

たが、このコロナで中止になったのはそのとおりなんですが、これ来年度以降どういう展開をしていくかって

いうのは商工会議所さんと、どうするかっていうのはもう決まっていることでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岩間産業支援センター所長。 

○産業支援センター所長（岩間健君） 宮蘭商談会についてお答えいたします。現段階で正式にこういうものと

いうのは、決まっているとは聞いてございませんが、この同じ形での宮蘭商談会というのについては、来年度

についてはまず、今のところは考えていないというお話を聞いてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 昼食のため暫時休憩します。 

午前１１時５７分  

午後１時００分 
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○委員長（工藤小百合君） 休憩以前に引き続き会議を再開いたします。加藤委員、その次は藤原委員です。加

藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） はい。私は、３款と 11 款のところを二つのことをお聞きしたいと思います。疑義があ

るとかなんとかということではなくて、純粋にどういう事業なんだろうなということをお聞かせ願いたいと思

います。まず３款民生費ですが、２－12 ページ、３款民生費２項児童福祉費１目児童福祉総務費 18 節の負担

金補助金及び交付金の中の上段の保育対策総合支援事業費補助金のところですが、これについては、午前中に

坂本委員からも質問がありましたが、以前、この民間の家庭的保育制度がやれるという国での法改正があった

ときに、坂本委員は当時教育民生常任委員長でありまして、当時、神奈川県の民間認可保育施設で不祥事があ

ったということから、当時の坂本委員長は、公が運営するのであれば安心感があるが民間でやるということは、

神奈川県の例もあって、いかがなものか。さらに、資格要件についてもいろいろ、市長が認めるというところ

がいかがなものかということから、対案を考えたということがありました。しかし、当時の教育民生常任委員

ほとんどの方が、委員長のその提案を押しとどめて、当局の提案をそのとおり飲んだというようなことがあっ

たりしての午前中の坂本委員の質問だったような気がします。それでそのときのポイントなんですが、いわゆ

る民間の施設での保育士または看護師さん、あと栄養士も入っていたかどうか定かでなかったんですが、その

点についての、資格要件。それから市長がある一定の研修を受ければ、認めるということについてだったんで

すが、それは設置当初はそのとおり、ある一定の要件のもとに民間の保育施設を運営していただくということ

になるんでしょうけども。それで私がお聞きしたいのは、設置後何年か経過してから再度事業所にお邪魔して、

その要件が満たされているかどうかっていうような調査というのはあるんでしょうか。その辺がはっきりすれ

ば、坂本委員の疑念は解けると思うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい。調査という形ではないんですけども、運営費とかいわゆるここの場合ですと

給付費という形で運営費を出してる形になるんですけども、その加算とかの申請の段階でどういった職員がい

てどういった役割を担っているかというのは必ずチェックして、それに基づいて運営費をお支払いしてるとい

う形になってございます。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） ということは、その後も運営している１年に１回になるのか回数はわかりませんが、し

っかりとした基準に基づいて運営がなされているかどうかというのは、確認はできるということですね。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい。立入り調査とかそういう形ではないんですけれども運営費の支払いの段階で

必ずそれは調査して、何かあれば呼んでいろいろ事情をお伺いするということをしております。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） はい、わかりました。よろしくお願いします。それと総事業費は幾らで、補助基準とい

うんですか何分のいくらとか、定額補助なのかっていう点はいかがなんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、小規模保育につきましては、補助額の最大が 2,200 万円となっておりました。

事業者とその辺をお話しして、この額1,650万円で収まるだろうということでこの金額を上げてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 
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○こども課長（岡﨑薫君） すいません。はい、補助率が国が３分の２を持つということで最大でいくと国が

1,466万円、市が733万4,000円という形になります。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員の質問は、総事業費は幾らでしょうかという質問でございましたが。岡﨑

こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 失礼しました2,200万円です。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） そうしますと、2,200万円で、補助金が2,130万円ということですか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 小規模保育につきましては補助が国の分が 1,466 万 7,000 円、市が 733 万 3,000 円

で、全額、国と市が持つという形になっております。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君）  

前の説明とちょっと食い違いがあるような気がするんですがもう一度確認しますが、保育対策総合支援事業費補

助金の2,130万円これが、事業費の全てだっていうふうに理解してよろしいですか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 失礼しました。おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） 次に、２－18 ページの、11 款災害復旧費、１項の公共土木施設災害復旧費なんですが、

これは１目の公共土木施設災害復旧費、これのみの計上になっておりますが、今年８月の豪雨による災害に対

して、割と早くこのように対応していただけるということは、私は評価したいと思います。ただし繰越明許を

しての対応ということで工事発注ということのようですが、いつ頃の工事発注になって、完成するのはいつ頃

の見込みなのかということを教えてください。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） はい。いつ頃の発注かということですが、この箇所につきましては若干ちょっと詳

しい詳細をお話ししますと、路肩が田代川側の路肩が決壊しまして、16 メートルほど、護岸兼用の擁壁を設

置しなければならない状況ですが、ここの災害箇所に山からの横断を抜いているヒューム管がございます。こ

ちらのヒューム管は既存が 400程度と非常に小さいもので、ここがのみ切れずに道路を流れて、そして路肩を

壊したという状況にございますので、このヒューム管も大きく拡大しないとまた同じような雨が来れば災害が

起きることが否定出来ない状況です。しかしながら災害復旧は原形復旧を基本としておりますので、ヒューム

管を拡大する部分はこの災害復旧費では認められなかったというのが査定の結果でございます。したがいまし

て今後通常の維持費と合わせて、一つの復旧をしていくためには、計画の重要変更という手続をしなければい

けなくて、それが大体年度内にまず変更処理をしたいと考えてございます。それからの発注となりますので、

早ければ３月に発注して、準備等を含めれば５月頃から現地に着手しまして、おおむね４か月ほどかかると思

いますので、来年の10月頃までには終わるという考えを持っております。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） そうするとここに計上しているのは道路災害復旧工事費で、これは全額繰越明許という

ことで、その工事が来年の 11 月頃までかかると。その前に水に対する工事、ヒューム管って言いましたっけ
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か、そういった、何ていうのか導管っていうのかな、そういったそれを設置しなければならない。それが終わ

ってからの本格工事に入るというふうに理解したんですが、それにしてもこの導管を設置するという工事費は

どこにも見えないような気がするんですけども、それについてはどうなんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） はい、そのヒューム管の費用につきましては、来年度の通常の維持工事費の予算を

充てようと考えてございます。 

○委員長（工藤小百合君） 加藤委員。 

○委員（加藤俊郎君） わかりました。国のほうの査定ですか、災害復旧費が認められたということから、今般

のこの予算計上して、一応これは繰越明許をして、その上で市のほうの予算については附属というのかな、必

要な工事についてはヒューム管交換等々については、後の予算計上するということでありますね。はい。それ

で11月頃をめどにした完成を見ると、はい。そうですね。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） はい。工事の完成時期については、少しでも早く完成できるように今後調整してま

いりたいと考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 次は藤原委員です。その次は田中委員です。 

○委員（藤原光昭君） はい、委員長。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） はい。私は、主要事業一覧表でお願いしたいと思います。３ページお願いします。地域

イベント推進事業。ここについても先ほど来、畠山委員さんのほうからも質問がございました。ここに書いて

あるとおり、新里まつりあるいはやまびこフェスタ事業等々この減額について質問された際に、やっぱり実行

委員会の決定だと。判断だと、このような、あって当然そうでしょう。結論とすればそうだと思うんですが、

私今ここで何を言いたいかといえば、やっぱり新里に例えて言えば、新里地域の一大イベントとして今日まで

長い歴史で地域として見れば大変楽しみにしてきた一大イベントだったと理解をしているわけですが、今回こ

のようなコロナの感染の拡大のためにということを言われればそれまでかな。私は若干考える余地があったん

ではないかなという思いで質問するわけですが、昨年は、ちょうど８月に緊急事態宣言が県で出されたその直

後でございました。今回は多少落ちついて、かなり１か月近くもゼロが続くとか、ある程度の規制を緩和され

た状況の中で推移しているわけですが、そういった中で実行委員会の決定だと言えばそれまでですが、ただや

っぱり事務局をつかさどる総合事務所として、やっぱりこれを主導的に本来、いろんな意見が出されたと思う

んですが、まさか中止ありきでの対応を主導したわけではないだろうなとこのような疑念もするわけですが、

このことは確認したいと思いますが、どうでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 蒲野新里総合事務所長。 

○新里総合事務所長（蒲野栄樹君） はい。ただいまの新里まつり実行委員会の経緯についてご説明をしたいと

思います。まず、新里まつりにつきましては、８月 24 日に開催いたしました、実行委員会において実施の有

無、可否について、協議したところでございます。この時期はまだ感染予防等々の対策を打ってる時期でござ

いましたので、この時期において、準備等々ありますので、この時期での審議となったものでございます。な

お物品販売等々で出来ないかというご意見もございましたが、やはり新里まつりは、議員もご案内の通り一大

イベントでございます。物品のみの販売ではそのイベントの趣旨、達成には至らないのだろうという意見も出
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されまして、やむなく開催を見送ったというような経緯がございます。以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） はい。今の実行委員会の８月時点での協議の中身を若干話されたわけですが、私はあえ

て、何も強引にこれをやればよかったとかそういう考えで言ってるつもりは毛頭ございませんが、ただやはり

どんどん地域が衰退してここ２年、さあ、来年やろうとしたときに本当にできるんだろうかと。やっぱり商工

団体を初め、農業者も出店をしてる立場団体等がかなりやっぱり活力がおちてますし、やっぱり体力がかなり

おちてる。やっぱり、それらを総合的に地域のよさ、新里ならではの新里まつりで始まった。それは過去と現

在は違うかもしれませんが、そういう現状の認識の中で、ならば、今回やむなしと言ってもその実行委員会の

中で、次はやっぱりこれを取り返す為にこうあらねばならんとか、いろんなやっぱり実行委員会での議論があ

ったはずであります。差し障りがなければ、やっぱり前向きな議論もあったのではないかなというものを期待

するわけですが、そういう部分は聞かれなかったのか。実行委員会でのどういう議論の内容だったのか、聞か

せていただければ。 

○委員長（工藤小百合君） 蒲野新里総合事務所長。 

○新里総合事務所長（蒲野栄樹君） はい、実行委員会の中身という部分でございますが、やはり、実行委員さ

んの中には、これまで続いてきた長い伝統もあるので、何とか開催出来ないかというご意見もございました。

また、先ほど申し上げましたとおり物品販売のみだけでも出来ないかという意見も出されたところでございま

す。そのような中で、やはり新里まつりの目的といいますか、生業その、やっぱり物品販売、あとはステージ

イベント等を通した交流という部分、こちらのほうを達成するには困難であるだろうということで今回、昨年

に引き続きになりますが、中止となった経過がございます。来年以降、議員ご心配のとおりでございますが、

なるべく状況を踏まえながら、開催できるような体制等々を検討していかなければならないと思っております。

以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） 今の総合事務所長の答弁で、言ってる意味は理解は多少いたします。というのは、やは

り田老地区においても、地区においてはそれぞれ工夫を凝らして何とか少しでも、やっぱり地域の活性のため

にはやっぱり地域の一つのイベントとして、何とかこれはつなげていきたいという工夫を凝らしながらやって

いる地域もあることを思えば、短絡的に、もうしょうがねえんだということではないと思うんでね。そこら辺

をやっぱり次にもう一度これを再開するには、かなりツケがといいますか、反動といいますか、やっぱり開催

するほうもかなり厳しいんではないかなというのは、地域の皆さんをそれからまだ対外的にも満足していただ

けるような新里まつり、こういうものの開催が本当にできるのかということを考えると、非常にやっぱりこう

いう中止でありながらも、そこら辺を時期を考えつつ、やっぱりきちっとした対応を今後かちっとやっぱり心

をすえて中止に至ってほしいと、こういう思いで質問いたしました。同様ですが、やまびこフェスタの部分の

ほうはどうでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 盛合川井総合事務所長。 

○川井総合事務所長（盛合正寛君） はい、やまびこフェスタについてお答えいたします。こちらのイベントに

つきましては、南部木挽き唄全国大会こちらとともに物品の販売という形での交流人口の拡大という方のイベ

ントとなっております。年度当初から、県内の主要民謡大会の開催の可否について、その動向を調査してきま

した。結果、県内主要大会全てが軒並み中止という形になったものですから、中止の判断をしたところでござ
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います。また、委員ご指摘のとおり、私自身も物販だけでもということで、やまびこフェスタを物販のための

みという形での開催を検討しまして、実行委員会に予算も提案できる状況で臨みました。しかし、委員会の結

論は、やまびこフェスタというものは南部木挽き唄全国大会を開催するためのイベントだと。物販だけはあり

得ないという判断をされたものですから、やむを得ず今年度も中止としたところでございます。なおやまびこ

フェスタにつきましては、20 回の記念大会を昨年度から開催出来ていないという状況です。実行委員会では

何が何でも、来年度は 20 回となる記念大会を開催したいという意気込みで、今後、協力連携体制を深めてい

くという結論に達しております。以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） 次に、民生費の地域密着型、これもほとんど多くの人たちが、質問それぞれの角度それ

ぞれの立場で、やって出尽くしてしまったと理解をいたしまして、これパスします。それから子ども子育て基

金、これ８ページ、これも同様でございます。それぞれの仕組み内容も含めて、それぞれのやりとりの中で、

私理解を深めましたので、これもパスをいたします。11 ページ、１点だけということになりますが、11 ペー

ジの農林水産業費の農業振興費の部分で、若干ちょっと、これはいいことであり、また予算で見込んでいたよ

り実績が多くしたんで、これを追加しなきゃならん。これ大変喜ばしいことでありますし、このことに何ら不

満があるわけではございません。大変いいことだということを評価しつつ、何を聞きたいかということになる

わけですが、ここに書いております新規参入、あるいは新規就農、農業等々あるわけです。ここに、この法人、

といいますかどういう方が、新しく、新規就農者なのか。それとも今までやってる、それを制度を活用してい

る農業者の追加部分なのかということからこれ新規交付決定とこういうことになるから、新たかなあと思う部

分がございますが、どのような方の参入者の農業の方なのか、就労者なのか、ここには、雇用にいろいろ希望

者等もかかっていますがこの分については、どのような中身なんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 飛澤農林課長。 

○農林課長（飛澤寛一君） はい、この事業につきましては、当初予算では、もともと予定されていた研修生が

１人、さらに４月以降新たに増えるであろうと予測した人数が１人で予算確保しておりました。さらにもう１

人、年度途中から新規就農したいということで増えた方の分でございます。この方については、県外に住んで

た方が、宮古市のほうに戻ってきて農業を始めたいということで、農家のご子息ではありませんが、全く初め

ての農業ということで、農業に参入したいということで今研修を受けているというところです。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） はい。今、課長の答弁で、そこの部分は理解しました。それぞれ、離農が増える中で、

県外から県内においても大変喜ばしい、それなりの宮古市の受入れ体制というものも充実している部分もあり

かなという思いがしますが、ここは、地域的にはどこの地域の農地なのか。 

○委員長（工藤小百合君） 飛澤農林課長。 

○農林課長（飛澤寛一君） はい。その方は農家ではございませんので、宮古の中心市街地に住んでいる方です。

現在研修は、花輪で研修は受けています。ただ、２年間の研修を受けた後にどこで就農するかというのは今い

ろいろ考えているところです。農地の確保も必要ですので、どこに就農するかっていうのはまだ決まっていま

せん。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） それでは最後になりますが、今課長の答弁でありました。仮定の部分もございます。や
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っぱりこの制度としてこれを網羅している部分だけで終わるのかな、それとも中身が伴っているのかなと思っ

ての質問するんですが、ここに新規就労者を雇用し規模拡大という文言で、当然事業内容がそうですからそう

かなと思うんですが、ここの部分で、就労者、要するに法人格、法人内容になるわけですが、ここらの具体的

などういう法人格をなってんのか、やろうとしているのか、これもこれからだと言えばそれまでなんですが、

いずれ雇用も含めた中で法人格の法人形態といいますかそういう形を、大々的に、これからの農業を目指す意

味で考えている部分の参入者ということで理解していいのか、この辺をちょっと。 

○委員長（工藤小百合君） 飛澤農林課長。 

○農林課長（飛澤寛一君） はい、拡大については法人に限っておりません。現在農業をやっている方で、まだ

まだ拡大していきたいということで現在もどんどん規模拡大してるんですが、どうしても雇用しなければ作業

が間に合わないということで、雇用されながら農業をやっていきたいという方もいらっしゃいますので自分で

経営しなくても、雇用されながら農業をやっていきたいという方がいらっしゃいますのでそういう方々を、２

年なり、この事業を使って雇用してます。その後は、事業を使わないで、その農園で働き続けるというような

形でやっております。また法人化ですけども、現在のところ法人化進んでいないんですけれども、この新規就

農事業、平成22年から始まってもう10年以上たって、この事業で成長してきた農家大分40代 50代になって

中心を担うような青年たちになってきておりますので、こういう方々とも話をして、法人化を進めていきたい

なということでいろいろな話はしているところです。まだ具体的なところまでは至っておりません。 

○委員長（工藤小百合君） 藤原委員。 

○委員（藤原光昭君） よく理解しました。ちっちゃい事ですが今のこれからのということで当然それはいつも

期待するんですが、今課長が言った方は何歳ぐらいの、農業者ですか。 

○委員長（工藤小百合君） 飛澤農林課長。 

○農林課長（飛澤寛一君） 最後に言った法人化等の話でしょうか。はい。大体、40 前後、あるいは 50 なるか

ぐらいの方々が、今ちょうどですね、最初に新規就農の研修事業やったときの人たちがちょうど今そのぐらい

に、10 年ちょっと経って農業の中心になってきてます。例えば産直組合の組合長になってる者もいれば、人

を雇用しながら、大きい経営してる人もいます。そのほかにもいろいろきちっと経営している方もいるので、

そういう方たちと相談しながら、規模拡大して雇用していけるような法人に育てていきたいなとは思っており

ます。特にその特定の人だけをという意味ではございません。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい。先ほど加藤委員の質問に対して私答えたところでデータが違っているところ

がありましたので、訂正をさせてください。議案でいきますと、２－12、２－13、主要事業の一覧表でいきま

すと８ページになります。小規模保育事業の部分なんですけども、事業費 2,200 万円に対しての中身の部分で

ございます。補助額は 1,650 万円ですが、うち国庫補助が 1,466 万 6,000 円。３分の２です。市の補助が 183

万 4,000 円。事業者負担がありまして、550 万円。合わせて総事業費 2,200 万円になります。以上です。失礼

いたしました。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、じゃ、もう一度ゆっくり申し上げます。小規模保育事業者の部分ですが事業

費の総額が 2,200 万円。補助 1,650 万円のうち国庫補助が 1,466 万 6,000 円。市の負担分が 183 万 4,000 円。

事業者負担分が550万円になっております。 
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○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） 私は主要事業一覧表に基づいて質問したいと思っております。大きく二つを予定しており

ます。一つは２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、この中に１番最初の事業になる、２番目かなと思っ

ているんですが、ここの中にはテレワークの機器、つまり中心市街地拠点施設の電気設備法定点検に伴いネッ

トワーク機器及びサーバー機器等の停止、再起動を実施するための費用を計上するものとして、178 万 8,000

円が出ておりますけれども、この中身は、市役所庁舎計画停電対応業務委託料となっておりますけども、もう

ちょっとこの事業の中身を分かるように説明していただきたいなというのが１番の質問であります。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） はい、お答えします。まず宮古市の情報システムっていうのは、基本的に

ずっと 24 時間 365 日動き続けているという前提なんですけれども、今回その電気設備の法定点検が３年に１

回のやつがありまして、どうしてもそのときに全体を停電させなければならないという状態が発生します。そ

のときに、そうすると情報システムを、手順を踏んで１回スイッチを切って、全部落として、停電が終わった

後また立ち上げるという作業があって、これが簡単にスイッチをオンオフということじゃなくてサーバーのい

ろんな機能を順を追って設定していかなきゃないので、そのための費用が 178万 8,000 円ということでござい

ます。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） そうしますと主に予算の説明にあるように、情報システム運用事業という大きな事業の説

明が出ているわけでありますけれども、今課長のお答えを聞いておりますと、庁舎内の電源を全て停電にしな

いと、情報システムの運用事業の適正な運用が期待出来ないというふうに答弁から聞くんですが、例えば、今

この庁舎の私どもの照明施設ね。これとシステム機器とは関係ないような気がするんですよね。ただ、今の答

弁を聞いておりますと、全部停電をするということが何でそこまで停電しなきゃないの。何かあったらどうす

んの、様々な疑問が出ておりまして、私個人的には。しかも、違った事業分野では、これも再生エネルギー利

用計画の中でうけているんですけども、田老と田代地区には、停電時にも電力が供給できるような設備を提供

しようと。一方においてはそういうことを議論しておりますね。そうしますと肝腎の、防災センターの中心と

なるべき市の施設がネットワーク対応も含めて、情報システム機器の３年ごとの先ほどおっしゃったような形

でいかないと、システムの適正な運用が期待出来ないと私は理解するんですが、そうするとこれからも３年後

にまた庁舎の施設を全部停電にして、そっからやるというふうなこの繰り返しが３年毎になっていくんだと聞

くんですが、そういう私の理解でいいのかどうか確認します。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） はい。通常の停電であれば、発電系統の方に切りかわって、きちんと例え

ば防災施設なんかも動くという設定にはなってるんですけども、どうしても今回３年ごとの法定点検のときは、

両方の系統を通っている配電盤も点検するために、停電させなければならないという事態が発生するのがわか

ったので、今回こういう１回落として再立ち上げするという費用が発生することになりました。それだと３年

に１回 170万円ずつかかることになるので、そうならないように電気の系統の配電盤も分けて、次からはこう

いう落としたり立ち上げ、発生しなくていいようにという工事もやろうということにはなっております。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） 最後に西村課長のお答えを聞いて、だよねという思いで私も納得したいわけであります。
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ただ、この施設をつくるときにね、そういう中心市街地拠点施設だったんだということで、ある１面驚いてい

る節も私の中にはありますので、やっぱり災害時の何といっても指令センターがここになりますから、皆さん

方ですから、そういうときにあの大震災のときには全然もう電源が使えなくて、非常に苦労したということも

ありますので、今は、災害によって停電が起きても、そういう事態の中でやっぱり電力を供給しようというこ

とで、一方においては努力をしていると。そういうまちづくりもしようということも同じ宮古市でやってます

ので、あえてちょっとそこに疑問を呈して聞いた次第でありますので、今の西村課長さんのお答えで、３年ご

とにこういう感じでこれからやっていくという方法じゃなくしようねということが結論としてあったようであ

りますので、そこは了としたいと思うんですが、参考までに伺いますけれども、言わばその再起動立ち上がる。

いわばクリーンアップする時間っていうのはどれぐらいかかるんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 西村デジタル推進課長。 

○デジタル推進課長（西村泰弘君） 落としたり立ち上げたりする１回ごとに４時間から５時間ぐらいの作業時

間がかかるそうです。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） はい。４時間から５時間というのは大変膨大な時間のような気がします。昔、盛岡に行っ

て帰ってくるといえば大体それぐらいだったんですけども、今宮古盛岡はもう３時間で往復ききますので、そ

れなりに庁舎の完全なこのシステムが、３年ごとに４時間５時間、休眠状態に入っちゃうというのはちょっと

いかがな事業だったのかなと思われますので、ここは指摘とそれから答弁を了としたいと思います。二つ目で

すけれども、同じく主要事業一覧表の２ページ、ここは同じ総務費なんですが、１項総務管理費の中の 15 諸

費、午前中もそれぞれの委員の方が取上げておりますが、主に私はこの子ども子育てに関わって、伺いたいと

思ってました。つまりそれは、返還金の大きい額をどう理解するかということになるわけでありますけども、

例えばちらっと見て、これってちょっと予算の割には返す金額が大きいんじゃないのというふうに思うのはあ

るんですよ。具体的にはどこかといいますと、例えば子育てのための施設等利用給付交付金です。これは全体

の事業費はですね 441 万円で実際に使ったのはほぼ半分、292 万円ということで返還金が 148 万 9,000 円。て

いうことで、大体おおむね事業費予算の１割内外の返還金が生じているというのはちらっとちらっと見て感じ

るんですけども、これは、そういう比率からいっちゃうと、非常に予算に対して６割ぐらいしか執行が出来て

ないと思いましたので、これは具体的には何でそういうふうになったのか伺いたいと思うんですが。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、お答えします。まず厚生労働省の関係の交付金に関しましては、必ず翌年度

精算ということで、年度内に補正予算とかで減額してということはこれまでしておりませんでしたので、こう

いう形になっております。委員ご指摘の子育てのための施設等利用給付交付金の部分なんですけども、これに

関しましては保育所とかの施設ではなくて保育サービスの部分に関する補助といいますか、その利用料に対し

て、無償化の部分が入るという形の部分になっておりました。これにつきましては、当初ファミリーサポート

センターの一時預かりなどが国の無償化の対象となる５歳６歳児の部分を見込んでたんですけども、実際そこ

が少なかったというのがあります。あとは、例えば認可外保育施設の利用者に関しては、支払った保育料に対

してそれを請求していただいて、給付をご本人に払う、あるいは事業所がそこを立替えた部分に関して補填す

るという形をとってるんですけども、そこの支払い実績も見込みより少なかったということになっております。

我々としては、いわゆるその保育サービス、預かり保育とかそういった保育サービスから保育所の入所という
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形に利用がシフトしてきているのではないかなという分析をしておりました。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） 宮古市は非常に他市に比べますと子育て環境が充実しているという声をよく伺うわけであ

りまして、私はこれはこれとして大変いいことだなと思っておりますが、その事業の中にあって、ここの部分

が、例えばよくその制度の内容が周知出来なくて、利用される方は該当者がいるんだけども、申請が十分でな

くて結果的にこうなったということが仮にあるとすると、これはやっぱり単純に国にお金を返して終わりとい

うことだけでは済まないじゃないのかなと思っているもんですので、何でこういうふうになったんですかとい

うことをお伺いしておりました。そうなったときに、当然予算を組みますから、見込みをするわけですよね。

それは当然、一定の根拠をもって国のほうに出すと思うんですが、該当者が一定程度いるっていう事業費を組

むときの予測に対して、実際上はいらない。私も該当するんだけども利用しない。そういうことが生まれたっ

ていうことなんでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、予算の積算についてなんですけども、この無償化は令和元年の 10 月から始

まりまして、この段階で予算を立てる段階で実績が半年分しかございませんでした。ですので、前年度の実績

をもとにそれを約２倍という形で、算定したというのがございます。実際、運用してみてなんですけれども、

やはり無償化ということで、サービスよりは施設の利用がふえてきたというのはございます。あと、去年に関

しましては、例えば、ファミリーサポートでの預かりなどに関しましては、コロナの影響があってファミリー

サポート自体が運営出来なかったという期間も正直ございまして、ファミリーサポート全体の利用も減ってお

ります。なので、そういった部分がありまして利用が減ったのかなと考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） 利用の減少が大きかったという答弁であります。そこで今岡﨑課長のお答えの中にもあり

ましたが、令和元年から国はこの事業に関しては無償という、消費税の引上げとの見返りでそういう事業を打

ち出したわけでありますよね。これは大変大きなことだ。消費税の増税は別の問題としても、そういう中で宮

古市は、子育てのための事業を計画して、私たちもいただいております。今度私たちも、議会改革の一環とし

てタブレット端末機をいただきました。そのためにじゃあ、使わなきゃ駄目だよねということでさっきからい

ろいろやってるんですけども、何が便利かといいますとペーパーレスですよね。今私開いてるのはこの子育て

特別支援事業の、計画の中の言わば新規事業分、当然これにもしかして該当するのかなという思いもあって開

いているんですが、例えば宮古市在宅子育て支援金、新規。それから、副食費の助成、新規。子どもの国保均

等割減免、新規。まあ、これはずっと議論した部分で、私が確認したいのは、もしかしたら子育てのための言

わば施設利用料にありますように、さらにはその下の子ども・子育て支援交付金これらの財源として、ここに

掲げた事業、新規事業はどの程度やられたんだろうなという思いがしたわけであります。そこで具体的な質問

になりますけれども、ここの言わば新規事業であります在宅子育て支援金は、この事業との財源との関連あり

ますか、ありませんか。まずそこのお答え伺います。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） はい、在宅子育て支援金に関しましては、子ども子育て安心基金が財源になってお

りますので、この補助とは関係ございません。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 
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○委員（田中尚君） であれば副食費の助成についてはどうでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 副食費の助成は宮古市の単独事業です。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） そこで伺うんですが、決算議会で本当は議論すべき内容ではあるのかなという反省の気持

ちも持ちながら聞いてるんですが、ここの副食費の助成、子ども子育て支援計画に定めたこの事業の実績はど

うなってますか。この費用を伺いたいと思いますが。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） 申し訳ありませんが今その実績持ってきてございません。 

○委員長（工藤小百合君） 田中委員。 

○委員（田中尚君） 後ほどこれはですね、後でいいですので、お願いしたいと思います。そこでザクっと子育

て支援といったときに、やっぱりこの子ども子育て事業計画の中にも大変詳細な分析と、それぞれの課題と今

後展開すべき事業がきちっとこう出ておりますよね。私はこれはやっぱり宮古市が、子育てに関してはもう先

進いってるというその根拠になるような事業計画ではないと思って拝見しているわけなんですけれども、そう

いうもとで、１番の問題は子どもの貧困の問題が出ております。もう一つは、子どもを保護する父母の問題、

共稼ぎをしなきゃやっていけないとかね。そういう部分もこの子育て事業に関してはありますので、ざっくり

言いましてこれからの子育て支援の事業計画に関しては…、ちょっと質問がそれてるんじゃないのっていうこ

とで、部長がさっきから首をひねってますので、私もそういう思いもしながら、言ってますんで、終わります。 

○委員長（工藤小百合君） 終わりますか。はい、これで一巡目の質問が終わりました。２巡目に質問の方は挙

手をお願いいたします。はい、３人です。では、畠山委員どうぞ。 

○委員（畠山茂君） それでは端的にお聞きします。お願いします。主要事業一覧表でいきます。２ページ目の、

皆さんの議論を聞いて１点だけここは聞きたいと思います。２款総務費、１項総務管理費、９目地域振興費の

ふるさと納税です。やりとりの中でも目標額２億 7,000 万円を目指すというのは聞きました。その１点聞きた

いのは、積算根拠の中でお尋ねしたい部分です。端的に言うと、２億 7,000 万円を目指すのに、平均の寄附額

と、返礼品の平均単価、この二つをお聞きしたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） 今現在、これまで１万円以上の寄附ということで、寄附の受け付けをしてきましたけ

れども、10 月以降楽天ふるさと納税を加えたことと、それに加えて今まで１万円以上になりますと、返礼品

の割合が３割以内ということで 3,000 円のもの。実際それ以下の商品もありますので、そうですね、平均単価

でいきますと、ちょっと具体の数字今持ち合わせていませんけれども、最近は平均の単価が下がってきまして、

11月末現在でいきますと、１億 5,019万 4,000円ほどありますので、大体１万 4,500円ぐらいが寄附額の単価

になります。なので、返礼品の割合は３割ですので、それの３割が大体、返礼品の平均単価ということになる

かと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） すいませんありがとうございます。計算していただいて。積算根拠で出てるので、簡単に

出るのかなと思ってちょっとお聞きしました。はい、次の質問に行きます。次が８ページです。３款民生費２

項児童福祉費の１目児童福祉総務費の子ども・子育て幸せ基金事業の部分ずっと、話がされてるんですが、来
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年の４月に３事業所が開設をするということで、ここで１点お聞きしたいのは、宮古市は、待機児童ゼロを目

指してやってまして。４月時点ではゼロだというふうに説明を受けてます。先ほどのやりとりも、宮古市は、

幼児保育教育無償化ということで、かなりニーズが高まっているんだろうなと思うんですが、そこでお聞きし

たいのは、今回この３事業者新しく開設をするわけですけども、宮古市は今このニーズが増えていて対応し切

れなくて今回増やすのか、あるいはある意味、増やして競争原理も含めて充実サービスを含めて、拡大してい

くのか。この３件の増やす経緯というのをちょっとお聞きしたいなと思ってました。 

○委員長（工藤小百合君） 岡﨑こども課長。 

○こども課長（岡﨑薫君） まず保育の供給数なんですけども、これは需要と供給のバランスを見てやってるの

であって無尽蔵に増やせるというわけではないですし、そういうものの許可はしないということになっており

ます。小規模保育、あるいは家庭的保育に関してはやはりゼロ歳から２歳を預かるということで、そこの需要

が今増えているというのが現状です。やはり６か月から預けたいという要望も結構あったりしますので、なお

かつその小さい年代のお子さんはそれなりに、例えば、子ども３人に対して保育士１人とかというふうに、保

育士が１人で見られる数というのが限られているというのもありまして、例えば年度当初に待機児童ゼロでも

途中で子どもが生まれて入れたいっていうのが必ず毎年出てきて、そこで入所調整に苦労しているというのが、

実際としてございますので、需要がある分、これで少し満たすことができるということで、３事業所に期待し

てるところでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） わかりました。大体待機児童というのは、たしか一般質問したときも、ゼロ歳から２歳が

圧倒的に多いという状況でしたので、これで今共稼ぎの方々、こないだのアンケートで 75％のほとんどの人

が共稼ぎしているなかでやっぱり必要なことだと思いますのでいいと思います。最後に、13 ページです。７

款商工費１項商工費２目商工振興費、商業振興対策事業費補助金についてです。今回、魅力ある商店街づくり

のためにということで、新規が６件、事業拡大２件ということで、頼もしい数だなと思っていました。ここで

聞きたいのは８店舗の出店の地域あるいは業種とかもわかればちょっとお聞きしたいなと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 岩間産業支援センター所長。 

○産業支援センター所長（岩間健君） はい、お答えいたします。まずこの説明資料の中の６件と２件の内容に

ついて若干詳しくご説明いたしますけども、新規創業者支援事業の６件、この６件は開業資金、開業準備のた

めの補助と、このうち２件の方は、家賃補助も申請予定でございます。下の２件について事業拡大等の事業に

ついては２件というのは、これまで事業を行ってた方が事業拡大するということでございます。ご質問の地域

等々でございますけども、今私どものほうで相談を受けている皆様方ですけども、地域的には宮古地区という

言い方でよろしいでしょうか。旧宮古市地区ということでございます。業種については、飲食業がそのうち２

件、小売業が２件、理美容業、生活関連サービス業というんですけどその２件と。２件２件２件という内訳に

なります。事業拡大のほうは、飲食業１件、小売業１件という内訳になってございます。 

○委員長（工藤小百合君） 畠山委員。 

○委員（畠山茂君） はい。ここでお聞きしたかったのは、キャトルが閉店したり、今末広町線の無電柱化を

10 億円かけてやっていて、いつもここは触れてしゃべるんですけども、やっぱりそれだけやるからにはどう

しても、このまちなかに賑わいをつくってほしいという、私も強い思いがありますのでそこら辺の地域に出て

くればいいのかなという思いでお聞きしたので、ぜひこれからもにぎわいづくり頑張っていただきたいと思い
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ます。以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 次は竹花委員です。その次は落合委員です。竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） はい。私も今畠山委員が質問をした、商業振興対策事業補助金の関係と、それから、15

ページの教育振興費、感染症対策、学校の感染症対策等のＣＯ２ニターについてまず最初にお伺いをしたいと

思っております。最初に、13 ページの７款商工費、商業振興対策事業補費助金の関係です。今の畠山委員の

質問に、新規創業者の業種、それから事業拡大の業種がありました。私も聞こうと思って、お答えになりまし

たので、それについては省略をしますが、まず最初にこの補助金の対象経費の考え方、前に説明を受けたよう

な気もしてるんですが、一応この補助金の内容を少し理解するために、改めて、新規創業者開業資金補助、そ

れから、事業拡大をする場合の補助 50 万円、50 万円になっておりますけれども。この経費、対象補助という

ものはどういうものなのか、まずご説明いただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 岩間産業支援センター所長。 

○産業支援センター所長（岩間健君） お答えいたします。この事業の拡充に関しましては、５月 27 日の産業

建設常任委員会でご説明した後、詳細を詰めて制度が立ち上がったものでございます。当時お話しさせていた

だいた内容なんですが、従来の制度ですと新規創業者の家賃補助というメニューだけでございましたが、その

家賃補助も１年間のみの補助だったと。ただし新規創業という意味で言えばかなりリスクを負いながら、また

は不安を抱えながら創業するということで、家賃補助に関しては、初年度は上限額を 10 万円としまして、初

年度はその３分の２、２か年度目はその２分の１、３か年度目は３分の１という補助で３年間補助しようとす

るものでご説明させていただきました。また開業準備経費は従来ございませんでしたけども、やはり初期投資

という部分について、借入れもできる方もいらっしゃるかもしれませんが、やはり必要な開業準備経費という

ことで備品購入費ですとか、施設改修費、広告宣伝費などについて認めて支援しようということで、これにつ

いては50万円は所要経費の２分の１の補助率で支援をしていこうとするものでございます。以上です。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 先ほどの説明の中に畠山委員とのやりとりの中に、６件のうち、２件は家賃補助を含ん

でおりますという答弁だったと思います。したがって４件は家賃補助を必要としない新規創業と理解します。

そこで初期投資、備品購入を含めて、２分の１の初期投資分は２分の１の補助ですよということですので、そ

うしますと、当然この６件のうち、家賃補助に４件の方々は、初期投資の補助金だと理解をいたします。とす

れば、当然これは２分の１ですから、100 万円以上の初期投資が必要になってて 50 万円上限だと、こういう

理解でいいわけでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岩間産業支援センター所長。 

○産業支援センター所長（岩間健君） はい。開業準備資金の考え方は委員おっしゃるとおりで２分の１と。上

限が 50 万円ってことでございます。ちょっと一つ訂正させていただきますけども、新規創業の支援事業の６

件のうち２件が家賃も含んでいるというお話をさせていただきましたが、ちょっと家賃がまだ未定の事業者が

あと２件ございます。そして、６件のうち２件が家賃が確定、家賃が未定が２件、あと残り２件はご自宅をう

まく使いながらという小規模事業者という方が最近傾向ふえてございまして、そういうことで形態がまちまち

でございます。訂正させていただきます。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） はい、そこで新規創業６件業種的には、飲食店が２件、そして小売が２件、理美容が２
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件という説明であったと思っております。結構市内で、理美容店もかなり増えてきているなという印象等もあ

りますが、いずれにしても新規創業をする部分については当然業種的にも、比較的資格等の問題も含めて、開

業しやすいということもあって理美容等が増えてきているのかな。あるいは後継も含めてね。ただ、後継の場

合は新しく店を構えるのか、今までの店舗を使ってやるのかという様々な部分もあるんだろうと思いますが、

この新規創業の業種について、どうですか。産業支援センターとすればどんな印象、つまり私からするともう

少し業種的な広がり、特にも小売等が増えていけばいいんだろうと。ただそうはいっても、地域的な状況を考

えれば、そういう意味からすると、飲食店も確かに増えるんだけど今の状況の中でどうなんだろうか、大変厳

しさも予想されるんではないかということも含めて、この新規創業確かにやりたいという方についてしっかり

支えていくということは必要なんだけども、その業種的な広がりという面、あるいはこういう方々が、新規創

業立ち上げるという点について、もしコメントというか産業支援センター的に考えて、もう少しこういうとこ

ろの業種が広がりがあればいいかなという点も含めて、そこはどういう感想をお持ちでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 岩間産業支援センター所長。 

 ○産業支援センター所長（岩間健君） お答えいたします。創業の相談というのが、実はコロナ禍前の令和元

年度ですと３件ほどだったんですが、実はコロナ禍において、昨年度８件、今年度 11 件と、コロナをものと

もせずといいますか、そういう動きがあるのは、先ほど畠山委員もおっしゃいました、非常に頼もしいという

動きを感じております。その中で、業種につきましてはやはり、コロナ禍において身の丈といいますか、自分

がやれる範囲はどこなのかっていう部分ですね、個人事業で立ち上がろうとする相談が多いのが事実でござい

ます。法人化を目指すっていうのは数限りあるという状況の印象を受けております。あと私どもがやはりぜひ

狙っているのはやっぱり、空き店舗も活用した創業ですとか、小売業も含め地元に消費者の方が求める仕事を

狙っていただきたいという思いがあるのですが、それをカバーし学ぶために、実は、平成 30 年度から大震災

後、しばらくして創業スクールというのを毎年やってございます。こちらの創業スクールの参加者も実は増え

ておりまして、昨年度１回だけだった講座を今年度２回やるくらい受講生が多いです。その講座の中で、地元

で求められる業種であったりとか、そこまで踏み込む言い方はしませんが、皆さんは何を目指すんですかって

いうところの問いかけをしつつ事業計画をつくり上げるサポートをしていくという中で、やはり地域をもっと

見て、または、地元に何が必要なのかとか、これが持続的に商売的にどうなのかっていうのを見極めることを

踏まえた上で創業の支援を補助していこうというステップを踏んでございます。私たちが願うところは多様な

商売があって、一つ平面的デパートという言い方もあるかもしれませんが、いろいろ消費者の皆さんが求める

物がそろっている街にしたいという思いはございます。ちょっと答えになっていないかもしれませんが、以上

でございます。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 岩間所長のほうからは、地元で求められている業種等々含めて、いろいろ講座の中で

様々な問いかけも含めてやられている。大変いいことなんだろうと思います。一方で実際に創業に踏み切る業

種はどうかというと、先ほど申し上げた当然個人あるいは若い方々でしょうから、取りあえず、ちょっと言葉

が悪いですけども、理美容の場合は当然資格を取った方が自分の店を持つということ。それから、飲食店等に

ついては比較的、今後の経営がどうかという問題は別にして比較的立ち上げやすいというか、そういったこと

なんだろうと思います。したがって、新規に新しく店を開いたんだけれども、今後持続できるかどうかという

のはまた、様々当然立ち上げた方々は、そういう事業計画含めてやってらっしゃるんだろうと思います。私と
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しては、もう少しこう幅広い業種が立ち上がってこないのかなという期待も含めて聞いているわけです。しか

しそうは言っても現実はやっぱり、実際に新しく創業する場合は、一定程度、決まったというかそういう立ち

上げやすい業種になっているんだろうなと、そんな思いで聞いておりましたので、いずれ若い方々が、どんど

んそういった立ち上げた後はしっかりと持続をして事業を継続させていくと。しかもその中で、願わくば雇用

もしっかりとつながっていくということが出来ていけばいいんだろうと思います。今日は、取りあえずその点

だけお聞きして終わりたいと思います。次に、15 ページに入ります。10 款教育費の中で、今回の補正でも感

染症対策として消耗品、消毒液、ＣＯ２モニター等の補正予算が盛られております。そこでＣＯ２モニターの

関係でちょっとお聞きいたしますが、ＣＯ２モニターとは何かとちょっと私も調べさせていただきましたが、

ネットではＣＯ２の濃度測定器で換気の状態を調べるものだ。こんな感じで、様々この補正予算の額からいう

と、多分そんなに高い金額ではないだろうなと推察しておりますが、参考までに、単価、購入数はどのぐらい

の数になっているのか小学校中学校含めてお聞かせをいただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 小林学校教育課長。 

○学校教育課長（小林満君） はい、お答えいたします。こちらのＣＯ２モニターにつきましては、やはり換気

状況を把握するために各教室を中心に設置をさせていただきたいと考えております。やはり換気状況を数値と

して把握することで、学級の中に温度計があったり、湿度計があったりすると子どもたちがそれを見て加湿器

にスイッチを入れたり様々します。同様にこのＣＯ２モニターを見ながら、子どもたちが意識的に換気をした

りする一助となればいいなと思っております。単価につきましては１個当たり１万円程度になります。精度検

証により精度が示されたメーカーのものを整備したいと考えております。整備予定数につきましては約 200個

を準備したいと思っております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 200 個というのは小学校中学校を含めてと理解いたしましたが、それでよろしいでしょ

うか。 

○委員長（工藤小百合君） 小林学校教育課長。 

○学校教育課長（小林満君） はい、小学校が 121 クラスございますので 122 個ぐらい、あとは中学校が 66 ク

ラスありますので78個ということで大体200個というふうに捉えております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） そうするとこのＣＯ２モニターについては全小・中学校、それから、課長のお話ですと、

各教室を中心にということですので、全小・中学校の各学校の教室についてはクリアができるというふうに理

解をいたしましたがそういう理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 小林学校教育課長。 

○学校教育課長（小林満君） そのとおりでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 最後にお聞きしますが、このモニターの使われ方については今、小林課長のほうから子

どもたちが、例えば教室にモニターを備えておいて子どもたちが自主的に換気状況等を把握していくのだとい

うお話をしました。そうすると先生方がモニターを使って換気を調べるのではなくて、実際の使われ方とすれ

ば、子どもたちを中心に換気の状況を把握させていくと。一つの授業の一環といいますか教育の一環みたいな

使われ方をしていくのだという理解でよろしいわけでしょうか。 
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○委員長（工藤小百合君） 小林学校教育課長。 

○学校教育課長（小林満君） 冬場でございます。文部科学省から基準が示されておりますので教師ももちろん

確認をいたします。ただ教師が確認をし、教師が換気をするだけではなくて、やはり子どもたちが学級で勉強

する環境の一助としても、やはり子どもたち自身がそのＣＯ２の濃度等についても、自分たちで確認をし、自

分たちでも換気ができるというふうなところにつなげていきたいというふうに考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 竹花委員。 

○委員（竹花邦彦君） 了解いたしました。最後になりますが、ちょっと１ページのふるさと寄附金の市勢振興

基金の積立ての考え方をちょっとお聞きしたいと思います。9,000 万円の寄附金の増収が見込まれるというこ

とで市勢振興基金には、先ほど来から議論されているように震災復興、あるいは津波遺構、あるいは遊覧船の

クラウドファンディングを除いた部分を市勢振興基金に積立てをしますよということであります。一方で、２

ページにありますように、9,000 万円の収入増に伴って当然経費もかかってまいりますよということで、約

4,500 万円の経費も収入増とあわせて経費も増えていきますよということです。多分、今までも同様の措置を

したと思うんですが、ちょっと私ふっと思ったのは、実際の 9,000 万円の収入増になるんだけれども、支出も

4,500 万円増える。純収入分の 4,500 万円を振興基金に積立てをするという考え方はないんだろうか。本来そ

うすべきじゃないんだろうかという思いもしているわけですが、ここはちょっとどうなんでしょう。これだけ

収入は確かに増えるんだけど支出も増えるわけですよね。増えた分を収入増の部分だけを基金に積立てをすれ

ば、支出の分を一般会計のほうでどんどん出していくということなので、考え方とすれば、実際の収入から支

出を引いた実質の収入増分を基金へ積立てをするという考え方は成り立たないんだろうかどうなんだろうかと、

ちょっとこんな思いをしたもんですから、参考までにどういう考え方に基づいて収入分だけ基金に積立てをし

ているのかということをお聞かせをいただきたいと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 箱石財政課長。 

○財政課長（箱石剛君） はい。竹花委員のおっしゃるとおり、実は、実はと言いますか、もともとなんですけ

れども、１億円の寄附があると、実は１億 5,000 万円かかる。１億円は積立てて、その５割、半分は経費がか

かる。だから、10 億円かかればその 1.5 倍ということです。ただ、まず当初我々考えてたのは、いただいた

寄附はそのテーマに沿って使わせていただくということでこれまで継続してきました。なので、基本的にはそ

の考えは変わらないものです。ただ、世の中では、100 億円、200 億円と集めている自治体があるのも知って

おります。私も正直、うちのようなやり方をしていると 100 億円集まると 50 億円の経費はどこから持ってく

るんだという考えもあったりして、巨額になってくるとその辺の仕組みも少し整理しなきゃないんだろうなと。

ただ一方では、やはりその寄附金が全て、今までやっていない新規事業全てにあたっているかと言われると、

今までの継続事業であったり、そういったものにも。なので、今まで一般財源だったものの財源にもなってい

るというところもありますので、全てが全て新しい事業の財源になっているというわけでもありませんので、

ちょっと、今後、10 億円、20 億円ってなったときには、本当にやりくり上いただいた寄附の一部を経費に回

すということもしなければやりくりができないっていうところはあるかもしれませんが、そこは今後の課題に

なるかと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 次は落合委員です。落合委員。 

○委員（落合久三君） 一言二言で終わるようにしたいと思います。主要事業一覧表の 12 ページ、６款農林水

産業費、２項水産業費、２目水産業振興費、担い手の交付決定見込みに伴って増額する。大変いいことだと思
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いますが、説明には１件とあるんですが、これは養殖、漁船漁業、どちらでしょうか。 

○委員長（工藤小百合君） 佐々木水産課長。 

○水産課長（佐々木勝利君） はい。まず、今回増額する支援事業ですけれども、就漁者施設等整備支援事業と

いうものでございます。これは平成 30 年に担い手確保事業を拡充したときに、新規就漁者が就漁計画を満了

した後に、規模拡大とか新たな事業展開するときに、施設を整備するものに対して３分の２補助で、補助金額

上限 100 万円を補助するものです。30 年度に拡充したので、今年度からこの支援事業が始まったんですけれ

ども、今回、５件見込んでたところに、新たに１件、施設整備したいという申出がございましたので、今回１

件100万円の増額となります。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） その下の３目漁港管理費の補正理由に、大雨や波浪の影響による漂着流木及び砂浜の荒

れの増加に伴い流木処分及び浜均し等に関る重機等賃借料。いいんですが、私の理解がちょっと足りないんだ

と思うんですが、砂浜の荒れを重機で均すという事業というのは、これは歳入見ましたら一般会計になって国

県の補助はない市単独の支出になっているんですが、これは昔からこの砂浜の均し事業というのはやっている

もんでしたっけか。 

○委員長（工藤小百合君） 佐々木水産課長。 

○水産課長（佐々木勝利君） はい、市の管理漁港の中には、漁港内に砂浜があるところがございまして、いわ

ゆるサッパ船を海に出したり上げたりするときに浜を使っているか所がございますので、今までも浜均しはや

ってございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） はい、多分そうだと思うんですが、この問題でもう一つ関連して、台風等で海がうんと

しけると浜をもっているところは、必ず引っ張ったり持っていかれたり、積まれたりして平らでなくなるんで

すよ。そうであれば、台風とかの大しけみたいなのは必ず来るといってもいいわけなので、どうしてこれは国

県の補助がないのかなっていうのは次の疑問なんですが、この点についてはどうでしょう。 

○委員長（工藤小百合君） 佐々木水産課長。 

○水産課長（佐々木勝利君） 維持管理事業でございますので、維持管理事業については国庫補助がつかないと

いうふうに理解しておりました。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 了解。次 14 ページ、８款土木費２項道路橋梁２目道路維持費、これももう同僚議員が

聞いたんで１点だけ。課長も今回も、答弁では私は２回聞くんですが、台風 10 号、19 号による私道等の復旧

補助は今年度限りと私もそう理解しているんですが、それとの関わりで長門委員は、いわゆるこれまであった

通常の私道整備は何件かという質問もあったんですが、もともとあった私道整備じゃなくこの台風被害によっ

て私道等の復旧に補助する。これはある意味、規模の大小は問わず、毎回起きてくる事業だと私は思います。

そういう意味では、これはこれまでの経過を踏まえて、現課の現時点での判断を聞きたいのは、これは今年度

限りというのはそのとおりでいいんですが、来年度も、引き続きやっぱり計上すべき事業ではないかと思うん

ですが、どうですか。 

○委員長（工藤小百合君） 去石建設課長。 

○建設課長（去石一良君） 台風10号 19号に関する私道の補助については全額補助ということで、実施してお
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りますけども、台風10号 19号は、特別大きな災害でございますので、通常といいますか、雨が降って流れた

ら全て災害ではあるわけですけども、今後の状況につきましてはやはりその同規模の災害が仮に起こることが

あったとしたら、やはり私道が各所で被災するおそれもあると思いますので、そのときの状況を見ながら、ま

た改めて制度化していくものと考えております。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） その時点で前後左右を考えて判断すると。はい、わかりました。 

○委員長（工藤小百合君） 関連ですか。長門委員どうぞ。 

○委員（長門孝則君） さっきふるさと納税の件で竹花委員に対して、財政課長の答弁なんですが、経費のこと

が答弁されましたけど、その 30％は返礼品なんですよ。だからこれは、産業振興に貢献しているという考え

方に立ってほしいんです。私は、単なる諸経費という考え方でなくて、産業振興に貢献しているという考え方

に立って進めていただきたいと、そのことを申し上げて終わります。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で、議案第２号、令和３年度一般会計補正予算第12号の審査を終了します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（２） 議案第26号 令和３年度宮古市一般会計補正予算（第13号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に議案第26号、令和３年度宮古市一般会計補正予算第13号を審査します。発言

される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発言される方は挙手願います。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で議案第26号令和３年度宮古市一般会計補正予算第13号の審査を終了します。

説明員の入替えを行います。ご苦労さまでございました。 

〔説明員入れ替え〕 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（３） 議案第３号 令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第３号、令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算第４

号を審査します。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発言され

る方は挙手願います。はい、落合委員。 

○委員（落合久三君） 主要事業一覧表の 18 ページ、事業名、一般被保険者療養給付費、480 万円の補正です

が、これは理由に書いてあるように、台風 19 号被災者の窓口一部負担金の免除の延長に伴って増額すると。

全く異議なしです。質問は、この積算根拠の減免額に括弧して、令和４年１月及び２月診療分とあるんですが、

ちょっと私の理解が及ばないのをさらけ出すようですが、なぜ３月までの診療分じゃなくて、２月までを計上

するのかっていうのを、説明をお願いします。 

○委員長（工藤小百合君） 佐々木総合窓口課長。 

○総合窓口課長（佐々木則夫君） はい、ではお答えいたします。こちらが、１月から２月診療分となっており

ますけれども、通常診療分の１月診療分の支払いについては、２か月後の３月になります。そして、２月分に

ついては、本来であれば４月になるんですが、２月の分については、毎年３月ぎりぎりに収めるようにという

ことで、２月分３月分の支払い分、この２か月分ということでございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松舘市民生活部長。 

○市民生活部長（松舘恵美子君） ３月診療分につきましては翌月４月になりますので、４年度の支払いになる

ために、１月と２月の診療分だけを今年度の補正として載せているものでございます。 
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○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 課長はそうは言わなかったんです。あ、そう言ったっけ。 

○委員長（工藤小百合君） 松舘市民生活部長。 

○市民生活部長（松舘恵美子君） はい。翌月支払いになりますので、１月２月は３月までに今年度中に支払い

になります。３月診療分については４月支払いになりますので、４年度新年度の予算で支払うというものにな

っております。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） そうですか。企業会計ではないけども、発生主義で計上するのでなかったかなっていう

頭があったんで、それは違うと。はい、わかりました。終わり。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（４）議案第27号令 和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第５号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第 27 号、令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算第

５号を審査します。発言される方は議案書のページ款項目等特定して発言してください。それでは、発言され

る方は挙手願います。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で、議案第 27 号令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算第

５号の審査を終了します。説明員の入替えを行います。ご苦労さまでございました。 

〔説明員入れ替え〕 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（５）議案第４号 令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算（第２号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に議案第４号、令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算第

２号を審査します。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） 主要事業一覧表でいくと 18 ページですか。発熱外来診療体制確保支援補助金というこ

とで、コロナ対策で当初これを構築して、対応するということだったと思いますけれども、私の印象だと途中

からこの発熱外来そのものが機能してるかどうかということ。本当に機能しているのかなという思いがあって、

確認なんですけれども。実績といいますか、この発熱外来の診療所で受け付けといいますか対応した人数とい

いますか、そこは、把握されてるんであれば教えてください。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい、国保診療所で発熱外来として診療検査医療機関として、コロナの検査等を行

ってたわけですけれども、それが今回の補助金の対象は、令和２年のここの返還金であがっているのは 12 月

に指定を受けておりますので、そこから令和２年度中の実績という形になります。田老診療所においては、検

査件数に関しては 23 人になります。23 人。新里診療所につきましては 48 人、川井診療所につきましては 13

人の検査を実施してございます。 

○委員長（工藤小百合君） 松本委員。 

○委員（松本尚美君） やはり想定した以上に少ないという私なりの評価なんですね。トータルでいくと 70 人

ぐらいですか。それに対して 1,200 万円という金額が支出されてるわけですね。これを国が全て財源を面倒見

るからということなのかもしれませんけれども、いわゆるこの構築そのものが、途中で機能しないっていう部
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分で、理解すると、どうだったんだろうなと。もっとこれが機能して、市民にとって広くプラスになればよか

ったかなと思っちゃうんですけれども、そこの評価はどうなんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 早野健康課長。 

○健康課長（早野貴子君） はい。まずこの 18 ページ載っております発熱外来診療体制確保支援補助金ですけ

れども、これは想定していた検査数に足りない分を補填するための補助金でございます。ですので、今回この

ぐらいの返還金が生じているということは想定していた人数を超えて、なのでその補填分が無く、通常の検査

は診療報酬として行政検査の費用として診療報酬の中に入ってまいりますので、その差の分を補填する分をお

返しするということなので、想定していた件数よりも多かったという形になります。なのでそのように評価し

てございます。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で議案第４号令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算第

２号の審査を終了します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（６）議案第28号 令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算（第３号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第 28 号、令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予

算第３号を審査します。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発

言される方は挙手願います。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で、議案第 28 号令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予

算第３号の審査を終了します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（７）議案第５号 令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第５号令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算第３号を審査し

ます。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） はい、委員長。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 19ページ、地域ケア会議推進事業補正額141万3,000円で、補正の理由のところで、毎

月定例で開催している地域ケア個別会議について業務の効率化のため専門員を配置する。言わば人件費増の補

正ですが、この地域ケア会議というのは、私も少し調べてきましたが、とても重要な会議だと思っております。

この毎月のように定例で会議を開催している。宮古の場合は合併に次ぐ合併で非常に広域で、いろんなことを

やんなきゃないというんで、ケア会議自体も１か所で直営の部分だけで、直営といいますか宮古市の分だけで

なくて増やしてきた経過がある。そういう中で、特に医療的ケアが必要なお年寄りをどうするのかという点で

いくと、旧新里、旧川井、旧田老と宮古市では医師の配置等にも当然差がありますので、そういうものをどう

いうふうに地域でフォローしていくか。その後、地域包括支援センターが各地にも今８か所ですか、整備され

てきているんですが、そこで質問ですが、そういうのを調整したり、広域的などういう課題があるのか、どう

すれば高齢者のケアをちゃんとできるのかっていうことで毎月会議をやっているんだと思うんですが、この表

現、業務の効率化のため専門員を配置する。これは具体的にどういうことですか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 
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○介護保険課長（川原栄司君） はい。委員ご指摘のとおり、地域ケア会議は様々ございます。委員のおっしゃ

ったような地域ケア会議から、個別の案件を取り上げる会議もございます。今回のこの予算に載せていますの

は、介護予防のための地域ケア個別会議ということで、毎月１回、介護予防のケアプランを多業種の方で見直

しをして、それを次のケアプランに反映させていこうという会議のものでございますので、その効率化という

のは、毎月この会議を開催するようになりまして準備ですとかそういうのに人手がかかるということで今回、

人件費をここにもったというもので、ちょっと委員のおっしゃってた内容とちょっと違くてもっと狭い範囲の

ケア会議の部分での人件費の要求でございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 要するに、質問の仕方をちょっと変えれば、ここに書いてある地域ケア個別会議は、何

人で構成してるんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） ちょっと人数はすぐ出てきませんが、例えば、助言者というか専門の方として、

理学療法士さんですとか作業療法士それから言語聴覚士さん、管理栄養士さん、歯科衛生士さん、薬剤師さん

ということで、専門家の方で６名。それから主任ケアマネの方ですとか、あとは、事例を出していただいてい

る事業者の方ですので、助言者の方は６から８名、その他に事例を出していただいている方が６名ぐらいとい

うことでそういったメンバーで会議を開いております。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 非常にわかりやすく言えば、今までのそういうスタッフでは足りないから、効率化する

ために人を増やすんだっていうふうに、どうしても、私は最初は欠員でも生まれたんで補充しようとしてるの

かと思ったんです。ちゃんと読むと、これ人件費増ですもんね。だから１人、多分１人分だと思うんですが、

そういう意味で、効率化を図るっていうための専門員の配置、会計年度任用職員ですか多分元保健師さんか、

そういう資格を持った人でないかなと思うんですが、ちょっと、表現で気になったのが、業務の効率化のため

って書いてあるんで、何か今までのメンバーでは何かが足りないからなのかなとちょっとそういうふうに思っ

たもんで、こういう質問をしました。それ以上の意味はないです。何かあれば。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員終わりますか。 

○委員（落合久三君） 終わり。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で、議案第５号令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算第３号の審査

を終了します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（８）議案第６号和３年度宮古市介護保険サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第６号令和３年度宮古市介護保険サービス事業勘定特別会計補正予算第

１号を審査します。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。 

（私語をするものあり） 

○委員長（工藤小百合君） え、なんの発言ですか。今議案第６号を読み上げてましたけれども、審査するのに。

議事の進行にご協力ください。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それで

は、発言される方は挙手願います。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 



48 

○委員（落合久三君） 20 ページ。先ほど議論したのとの表裏みたいなのかなと思いながら、宮古北部地域包

括支援センターの開所に伴って、市包括支援センターの業務の一部を移管する。そのことによる人件費委託費

の減ということは、意味は分かるんです。それで質問ですが、宮古北部地域包括支援センターの開所は、不勉

強をさらけ出すようですが、いつ開設しましたっけ。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） 今年の４月から開所ということにはなりますけども、実際の実務が始まったの

は、５月の連休明けぐらいというような、時期になろうかと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） ちょっと日にちが半年たってからの補正なんで、素朴な疑問。市の包括支援センターの

業務の一部を移管した。この業務の一部の移管というのは具体的にどういうことでしょう。どういう業務。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） 市内、全部で８か所に包括支援センターを設置する予定でございます。その中

の７つ目が今年委託出来たということで、地域ケアシステムの核をなす、なんていいますかね、地域の介護の

窓口業務みたいなのをやっていただく施設になります。その中で、介護保険のケアマネジメントですとか、そ

ういった業務も行っておりまして、介護予防の給付に関するケアマネジメント業務を行っている。そういうセ

ンターというふうになります。ちょっとすいません言い方があんまりうまくなくて申し訳ございません。 

○委員長（工藤小百合君） 伊藤保健福祉部長。 

○保健福祉部長（伊藤貢君） 今回補正になったのは、そのとおり４月から開所したんですけれども、それによ

ってこちらのほうとしても、いきなりこう渡すわけにはいかないので、その中にはこういうふうな管理的な部

分とか事務の引継ぎなどもあったので、今の時期の補正ということになりました。それから、どういうふうな

業務をやるかということなんですけれども、そのとおりケアマネジメントを実施するということで、介護予防

給付、それから、あとどのような相談があるかというふうなのを担当する部署になってございます。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） 市の包括支援センターから北部、まあ崎山、女遊戸のセンターに移動した職員の人件費

等がいずれこの職員の配置は、今日の補正に組まれている減額ね、217 万 9,000 円、これはいつからの分が減

額になるんですか。何月分から何月分まで。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） はい。このサービス勘定の予算をつくったときは去年の今頃でございまして、

年間経費として計算しておりました。北部の委託とか進んでまいりまして、状況を見ながら今回、減額するわ

けですけども、それにつきましては半年分、４月から９月分までを減額というふうにしております。 

○委員長（工藤小百合君） 落合委員。 

○委員（落合久三君） ４月から９月まで、そのあとは、10月以降はどうなるんですか。 

○委員長（工藤小百合君） 川原介護保険課長。 

○介護保険課長（川原栄司君） 先ほどの介護保険事業勘定で増額してましたけども、当初お１人の方でサービ

ス勘定の方メインでやっていただいておりました。それで、今回その北部の委託とかが進んでまいりまして、

そっちはもうメインじゃなくていいよねということで、今回は介護特会のほうの先ほどの増額のほうに、残り

の分の、会計年度の報酬を見させていただいております。 
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○委員長（工藤小百合君） 以上で議案第６号令和３年度宮古市介護保険サービス事業勘定特別会計補正予算第

１号の審査を終了します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（９）議案第29号 令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第 29 号令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算第４号を審査

します。発言される方は議案書のページ款項目等特定して発言してください。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で議案第 29 号令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算第４号の審査

を終了します。説明員の入替えを行います。ご苦労さまでございました。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（10）議案第７号 令和３年度宮古市浄化槽事業特別会計補正予算（第１号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第７号令和３年度宮古市浄化槽事業特別会計補正予算第１号を審査しま

す。発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発言される方は挙手願

います。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で議案第７号令和３年度宮古市浄化槽事業特別会計補正予算第１号の審査を終

了します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（11）議案第８号 令和３年度宮古市水道事業会計補正予算（第３号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第８号令和３年度宮古市水道事業会計補正予算第３号を審査します。発

言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発言される方は挙手願います。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で議案第８号令和３年度宮古市水道事業会計補正予算第３号の審査を終了しま

す。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（12）議案第30号 令和３年度宮古市水道事業会計補正予算（第４号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第 30 号令和３年度宮古市水道事業会計補正予算第４号を審査します。

発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発言される方は挙手願いま

す。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） 30－１ページなんです。ちょっと細かいことですけども、この議案 30 号の第５条職員

給与費です。今回 535万 7,000 円の減額補正になっておりますが、その関係でちょっとお聞きしたいと思いま

す。次のページの 30－２ページ見ていただいたほうがいいと思いますんで、ご覧いただきたいと思います。

この30－２ページ実施計画ですけども、収益的支出の合計で538万2,000円の減、それから資本的支出のほう

で、５万 2,000 円減になっております。今回の補正は職員給与費の補正ということなんですが、この職員給与

費の 535万 7,000 円と、収益的支出と資本的支出を足したのが７万 7,000 円違うんですよ。それで私今回の補

正は給与費だけの補正なのに違うのは変だなと。多分給与費の中に、給与費以外のものが７万 7,000 円含まれ

ているんでないかなあと思いましたんで、その点をお聞きします。 

○委員長（工藤小百合君） 中嶋経営課長。 

○経営課長（中嶋剛君） はい、お答えいたします。今の長門委員ご指摘のとおりで、今回は人件費の補正でご
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ざいますが、いわゆる職員給与費に含まれていない部分が７万 7,000 円ございます。この分は、健康福利機構

の負担金の分になりまして、これは今ではこういう名称ですが、以前は共済互助金の負担金の分です。これは

職員の福利厚生に関する負担金なんですが、これは給与費ではなくて、一般的な経費として負担する分が７万

7,000円あって、その分の差が出ております。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） そうであればこの実施計画の備考欄に、給与費と、その７万 7,000 円分をちょっと書い

てもらえれば、質問はしなかったんです。その辺よろしく。 

○委員長（工藤小百合君） 大久保上下水道部長。 

○上下水道部長（大久保一吉君） そのとおりだと思います。はい、わかりました。以後そういうように書くよ

うにいたします。 

○委員長（工藤小百合君） 長門委員。 

○委員（長門孝則君） あと１点ですねちょっと今回の補正とは直接ちょっと関係がないかもしれませんけども、

水道料金の値上げについて一言。確認の意味でお聞きしたいので、よろしくお願いしますがよろしいですね。

まあ、関係ありますんで。 

○委員長（工藤小百合君） では、簡潔にお願いいたします。 

○委員（長門孝則君） 実は今回、水道料金の改正条例が出ております。これまで、産業建設常任委員会のほう

で何回か説明があって、協議、議論をしてるようですけども、全体の議員に対しての説明議論の場がなかった

もんですから、私はそういう場があってよかったんでないかなと思ってるんですよ。というのは、水道はもう

宮古市民全員が毎日使ってます。そしてしかも、今度は宮古市民に新しく負担をお願いするということになり

ますんでね。私は、今回は 20 年ぶりに水道料金の改正ですんで、全議員に説明の場があってもよかったんで

ないかなという思いで、ちょっと部長のほうから１点だけお聞きします。今のは私の意見ですけども…。何か

意見があるんですか。 

〔「皆さんに資料をお配りしてます」と呼ぶ者あり〕 

○委員（長門孝則君） それで私今度の料金について、今言った１点だけお聞きしたいと思ってますけども、実

は、宮古の水道は安くておいしいという評判なんです。水道料金も県下一安いと。そういうことで、宮古市

に新しく転入された家庭の奥さんからは、宮古の水道は安くておいしいですよねと、そういうお褒めの言葉

も何回か私聞きました。そういうことで、今回 20 年ぶりに 10％料金が上がることになるわけですけども、

10％上がっても、今までの料金がそのまま続くのか、県下一という部分なんですけども。ぜひ、私とすれば

10％上がっても、県下一安い料金ですよと、そうあってほしいなという思いなんですが、それはこれからも

堅持されるっていうか守られるのかどうなのかその辺１点ちょっとお聞きしたいなと思います。 

○委員長（工藤小百合君） 大久保上下水道部長。 

○上下水道部長（大久保一吉君） ただいまの件についてでございます。まず値上げが平成７年以来 26 年ぶり

の改定ということになります。改定した後の料金ですけれども、口径の13ミリで10トン使った場合なんです

が、宮古市は改定した後で 1,067 円となります。その次が釜石市 1,320 円ということで県下で１番安い料金と

いうことになります。13 ミリ 10 トンの基本料金になります。それから、最近の管径でいくと大体 20 ミリ口

径を使ってるわけなんですけれども、20 ミリ口径の 20 トン使用、経営戦略における算定になるわけですが、

こちらもやはり釜石が 3,212 円と、宮古市は今度改定した後でも、3,146 円ということで県下一安くておいし
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いというところは堅持されます。今後これからの経営戦略の中でも人口減少とかそのほかいろんな状況があっ

て、料金の値上げを５年毎に見直していかなければならないということは経営戦略の中でもお話をしておりま

す。ですので、毎年毎年の決算状況を見ながら、どのようになっていくかっていうことです。基本は、５年後

に 10％上げるということで、経営戦略はお話ししてましたけれども、その附則の中に、状況を見ながら３％

の振れ幅があります、というように経営戦略には記入されておりますんで、経営戦略を出したときに落合委員

さんがお話しした中で、今この場でこの 10％を我々で決めるのはちょっとっていう話があったと記憶してお

ります。そういう意味におきましては、５年ごとにしっかりと状況を見ながら、説明をしながら、改定をして

いく。その場合については、議員の皆様のご意見を聞きながら、適正な料金改定をして、安全で安心な水道を

安定的に供給していく、そのためには、施設の改修であるとか、そういうのを計画的にしていかなければなら

ないと思ってましたので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で、議案第 30 号令和３年度宮古市水道事業会計補正予算第４号の審査を終了

します。 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

付託事件審査（13）議案第31号令和３年度宮古市下水道事業会計補正予算（第１号） 

○委員長（工藤小百合君） 次に、議案第 31 号令和３年度宮古市下水道事業会計補正予算第１号を審査します。

発言される方は議案書のページ款項目等を特定して発言してください。それでは、発言される方は挙手願いま

す。 

○委員長（工藤小百合君） 以上で、議案第 31 号令和３年度宮古市下水道事業会計補正予算第１号の審査を終

了します。説明員は退席してください。ご苦労さまでございました。 

〔説明員退席〕 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

○委員長（工藤小百合君） これより議案第２号令和３年度宮古市一般会計補正予算第 12 号に対する討論を行

います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第２号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって議案第２号は原案可決すべきものと決定しました。次

に、議案第３号令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算第４号に対する討論を行います。討

論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第３号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第３号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第４号令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算第２号に対する討論を行いま

す。討論はございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第４号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第４号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第５号令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算第３号に対する討論を行います。討論はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第５号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第５号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第６号令和３年度宮古市介護保険サービス事業勘定特別会計補正予算第１号に対する討論を行いま

す。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第６号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第６号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第７号、令和３年度宮古市浄化槽事業特別会計補正予算第１号に対する討論を行います。討論はご

ざいませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第７号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第７号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第８号令和３年度宮古市水道事業会計補正予算第３号に対する討論を行います。討論はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第８号を採決します。この採決は簡易表決で行

います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第８号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第26号令和３年度宮古市一般会計補正予算第13号に対する討論を行います。討論はございません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第 26 号を採決します。この採決は簡易表決で
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行います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第 26 号は、原案可決すべきものと決定しまし

た。次に、議案第 27 号、令和３年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算、第５号に対する討論を

行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第 27 号を採決します。この採決は簡易表決で

行います。お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第 27 号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第 28 号令和３年度宮古市国民健康保険診療施設勘定特別会計補正予算第３号に対する討論を行い

ます。討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第 28 号を採決します。この採決は簡易表決で

行います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第 28 号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第 29 号、令和３年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算第４号に対する討論を行います。討論

はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第 29 号を採決します。この採決は簡易表決で

行います。お諮りします。本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第 29 号は、原案可決すべきものと決定しまし

た。次に、議案第 30 号令和３年度宮古市水道事業会計補正予算第４号に対する討論を行います。討論はござ

いませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第 30 号を採決します。この採決は簡易表決で

行います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第 30 号は原案可決すべきものと決定しました。

次に、議案第 31 号令和３年度宮古市下水道事業会計補正予算第１号に対する討論を行います。討論はござい

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 討論なしと認めます。これより議案第 31 号を採決します。この採決は簡易表決で

行います。お諮りします。本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、議案第 31 号は原案可決すべきものと決定しました。

以上で本委員会に付託されました案件は全て審査を終了しました。皆さんにお諮りします。ただいま本委員会

に付託されました全ての議案について、全会一致で可決すべきものと決定されました。よって委員長からの提

案ですが、12 月 16 日の本会議における委員長報告に対する採決については、討論を省略し、全て一括で採決

するよう議長に申入れたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（工藤小百合君） 異議なしと認めます。よって、本委員会の委員長報告に対する採決については、討

論を省略し一括で採決するよう私から議長に申入れたいと思います。これをもちまして予算特別委員会を散会

します。大変ご苦労さまでした。 

午後３時１８分 閉会 

──────────────────────── ○ ──────────────────────── 

                         宮古市議会 予算特別委員会委員長  工藤 小百合 

 


